


例　　言

１　�本書は、東山崎町集合住宅新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書であり、香川県高松市東山崎

町に所在する東山崎・水田遺跡の報告を収録した。

２　発掘調査地並びに調査期間、調査面積は下記のとおりである。

　　調�査�地：高松市東山崎町字八反地３１６番１、３１７番１、３１８番１

　　調査期間：平成３０年１１月２９日～平成３１年１月１２日（実働２５日）

　　整理作業：平成３１年２月１日～令和元年１２月２７日

　　調査面積：約１，５９６㎡

３　発掘調査から報告書の編集まで高松市教育委員会が担当し、費用は旧土地所有者が負担した。

４　��現地調査は高松市創造都市推進局文化財課文化財専門員の波多野篤及び同課非常勤嘱託職員の森原

奈々�が担当した。整理作業は波多野・森原が行った。原稿は主に遺構について波多野、遺物は森原

�����が執筆し、本書の編�集は森原が担当した。

５　発掘調査から整理作業、報告書執筆を実施するにあたって、下記の方々及び関係諸機関から御協

　　力と御教示を得た。記して厚く謝意を表する（五十音順、敬称略）。

　　香川県教育委員会、株式会社イビソク、株式会社中塚工業、株式会社マリンライフ

６　本調査に関連して、以下の業務を委託発注により実施した。

　　　遺物写真撮影　　西大寺フォト

　　　Ｘ線写真撮影　　株式会社イビソク

７　標高は東京湾平均海面高度を基準とし、座標は国土座標第Ⅳ系（世界測地系）に従った。また、

　　方位は座標北を示す。

８　本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

　　ＳＢ：掘立柱建物跡　　ＳＡ：柵列　　ＳＤ：溝　　ＳＫ：土坑　　ＳＥ：井戸　

　　ＳＰ：柱穴　　ＳＸ：性格不明遺構

９　本書で使用している挿図の縮尺は図中に記した。また、写真図版の遺物の縮尺はすべて任意であ

　　る。

10　発掘調査で得られたすべての資料は、高松市教育委員会で保管している。
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� １　ＳＢ０１柱穴断面

写真図版 3

� １��ＳＥ０１断面（南から）

� ２��ＳＥ０２完掘状況（南から）

� ３��ＳＥ０２断面（南から）

� ４��ＳＫ０１断面（南から）

� ５��ＳＤ２０断面（南から）

� ６��ＳＤ２０完掘状況（南から）

� ７��ＳＫ０２断面（南から）

写真図版 4

� １��第１調査区　第二遺構面完掘状況（北西から）

� ２��第１調査区　第二遺構面完掘状況（南東から）

写真図版 5

� １��第１調査区　北壁断面（南西から）

� ２��第１調査区　西側北壁断面（南東から）

� ３　第１調査区　東側北壁断面（南東から）

写真図版 6

� １��第２調査区　第一遺構面検出状況（南西から）

� ２��第２調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）

写真図版 7

� １　ＳＢ０４柱穴断面

写真図版 8

� １　ＳＢ０５柱穴断面

� ２��ＳＸ０１遺物出土状況（西から）

� ３��ＳＸ０１断面（西から）

� ４��ＳＸ０２断面（東から）

� ５��ＳＸ０３断面（南から）

写真図版 9

� １　ＳＢ０６柱穴断面

写真図版 10

� １��ＳＥ０３遺物出土状況（南から）

� ２��ＳＥ０３断面（南から）

� ３��ＳＥ０４検出状況（北から）

� ４��ＳＥ０４断面（南から）

� ５��ＳＤ２０断面（南から）

� ６��ＳＤ２０完掘状況（南から）
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第Ⅰ章　調査の経緯と経過

第１節�発掘調査の経緯（第１図）

　高松市東山崎町字八反地３１６番１ほか２筆で集

合住宅の建設が計画された。事業地の南側隣接地に

は東山崎・水田遺跡が位置しており、周知の埋蔵文

化財包蔵地の隣接地であることから、平成３０年６

月２２日付けで当時の土地所有者から本市教育委員

会（以下、市教委）に埋蔵文化財の試掘調査依頼が

提出された。依頼を受けて、市教委は同年７月９日

及び１０日の実働２日で試掘調査を実施し、事業地

内の全域で遺構や遺物を確認した。その結果を受け

て、調査後に事業地全域が周知の埋蔵文化財包蔵地

「東山崎・水田遺跡」の範囲に追加・登録された。

　試掘調査の結果を受けて、事業者と市教委で設計

変更等の協議を行ったが、遺跡に影響のある工事掘

削は避けられず、同年１０月５日付けで事業者から

工事に伴う埋蔵文化財発掘の届出が市教委に提出さ

れた。その届出を市教委から香川県教育委員会（以

下、県教委）に進達したところ、同年１０月９日付

けで県教委より工事着手前に建物建設予定地の地盤

改良箇所を発掘調査、擁壁設置箇所を立会調査で対

応するようにとの行政指導があった。

　その後、発掘調査の実施に向けて事業者と市教委

は協議を重ね、費用面などの合意が形成されたこと

から、同年１１月６日付けで当時の土地所有者と業

務を管理する高松市、調査・整理作業を管理する市

教委の三者で協定を締結し、「東山崎町集合住宅新

築工事に伴う埋蔵文化財調査管理業務」として、埋

蔵文化財の発掘調査を実施することとなった。

第２節　発掘調査の経過（調査日誌抄）

　発掘調査の対象となったのは、事業地内で３棟建

設される集合住宅の地盤改良箇所である。廃土置き

場の確保と作業効率を考慮し、最も掘削面積の大き

い北側の建物（第１調査区）、南西側の建物（第２

調査区）、南東側の建物（第３調査区）の順で調査

した。なお、各調査区ともに複数の遺構面を調査す

ることとなった。

　発掘調査は平成３０年１１月２９日から第１調査

区に着手し、平成３１年１月１２日に第３調査区の

埋め戻しが完了して、現地での作業は終了した。主

な調査経過は、下記調査日誌抄のとおりである。

１１月２９日（木）�第１調査区を設定した。重機で第一遺構面までの掘削

を行った。ピットなど多数の遺構を検出した。

１１月３０日（金）�第１調査区の重機掘削が完了した。調査区の一部に土

層観察を兼ねて側溝を設けたところ、遺構を検出した

平面よりもさらに下に複数の遺構面があることを確認

した。第一遺構面の遺構の調査から順次行うこととし

た。

１２月３日（月）� 第１調査区の第一遺構面ＳＤ２０を掘削した。埋土は

大別２単位にまとめることができ、各大別層から遺物

が複数出土した。

１２月４日（火）� 第１調査区の第一遺構面のピットの調査を開始した。

１２月８日（土）� 第１調査区の遺構の調査と並行して、第２調査区の第

一遺構面までの重機掘削を行った。本日で重機掘削は

完了した。

１２月１０日（月）�第１調査区の第一遺構面の遺構の調査が完了した。全

景写真の撮影を行った。

１２月１１日（火）�第１調査区の第一遺構面の平面図等の記録作成が完了

したのちに、第二遺構面までの土層の掘削を行った。

第二遺構面を被覆するのは洪水砂と考えられ、それが

厚く堆積していた箇所は重機を用いて掘削して第二遺

構面の畝を検出した。本日で洪水砂の除去が完了し、

全景写真を撮影した。

１２月１２日（水）�第１調査区の平面図の作成が完了した。第２調査区の

遺構検出・掘削作業を開始した。

１２月１５日（土）�第１調査区東側の一部で、第二遺構面より下で異なる

遺構面を検出できるか確認した。重機で掘削したが遺

構を検出できなかったため、第１調査区の調査はこれ

で終了とした。第１調査区の埋め戻しを行った。

１２月１８日（火）�第２調査区の第一遺構面の全景写真を撮影した。平面

図の作成が完了した地点から、第二遺構面までの洪水

砂の掘削を開始した。

１２月１９日（水）�第２調査区の第二遺構面の全景写真の撮影を行った。

１２月２０日（木）�第２調査区の第二遺構面の平面図作成が完了した。第

二遺構面の畝の耕作土を掘削して遺物の回収を試みた

が、遺物は出土しなかった。

１２月２６日（水）�第２調査区の埋め戻しが完了した。

１月７日（月）� 第３調査区の重機掘削を行った。

１月８日（火）　� 平面・断面の観察の結果、第３調査区は後世に削平さ

れた結果、第１・２調査区の第二遺構面に相当する平

面が一面目として確認できた。本日は同遺構面で遺構

検出を行い、溝等を検出した。

１月１０日（木）　�第３調査区の三面までの重機掘削を行った。遺構検出

を行い、複数の遺構を検出した。本日で遺構を完掘し、

全景写真を撮影した。

１月１２日（土）　�第３調査区の埋め戻しを行った。本日で現地での作業

は全て完了した。

調査日誌抄

（平成３０年１１月２９日～平成３１年１月１２日�実働２５日）

写真図版 11

� １��第２調査区　第二遺構面検出状況（南西から）

� ２��第２調査区　北壁断面（南東から）

写真図版 12　　

� １��第３調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）

� ２��第３調査区　第三・四遺構面完掘状況（南西から）

写真図版 13　　

� １��第３調査区　北壁断面（南東から）

� ２��第３調査区　ＳＤ２１断面（南から）

� ３��第３調査区　ＳＤ２１完掘状況（南から）　

写真図版 14

� ＳＤ２０出土遺物

写真図版 15

� ＳＥ０３出土遺物

写真図版 16

� ＳＥ０１出土遺物

� ＳＥ０２出土遺物

� ＳＡ０１-ＳＰ１４０出土遺物

� ＳＰ２０３出土遺物

� ＳＥ０４出土遺物

� ＳＥ０４出土遺物

� ＳＰその他出土遺物

写真図版 17

� ＳＸ０１出土遺物

� 基本土層出土遺物

写真図版 18

� ＳＰ０１４出土遺物

� ＳＥ０４出土遺物

　写　真　図　版　目　次

写真図版 1

� １　第１調査区　第一遺構面完掘状況（北西から）

� ２��第１調査区　第一遺構面完掘状況（南東から）

写真図版 2

� １　ＳＢ０１柱穴断面

写真図版 3

� １��ＳＥ０１断面（南から）

� ２��ＳＥ０２完掘状況（南から）

� ３��ＳＥ０２断面（南から）

� ４��ＳＫ０１断面（南から）

� ５��ＳＤ２０断面（南から）

� ６��ＳＤ２０完掘状況（南から）

� ７��ＳＫ０２断面（南から）

写真図版 4

� １��第１調査区　第二遺構面完掘状況（北西から）

� ２��第１調査区　第二遺構面完掘状況（南東から）

写真図版 5

� １��第１調査区　北壁断面（南西から）

� ２��第１調査区　西側北壁断面（南東から）

� ３　第１調査区　東側北壁断面（南東から）

写真図版 6

� １��第２調査区　第一遺構面検出状況（南西から）

� ２��第２調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）

写真図版 7

� １　ＳＢ０４柱穴断面

写真図版 8

� １　ＳＢ０５柱穴断面

� ２��ＳＸ０１遺物出土状況（西から）

� ３��ＳＸ０１断面（西から）

� ４��ＳＸ０２断面（東から）

� ５��ＳＸ０３断面（南から）

写真図版 9

� １　ＳＢ０６柱穴断面

写真図版 10

� １��ＳＥ０３遺物出土状況（南から）

� ２��ＳＥ０３断面（南から）

� ３��ＳＥ０４検出状況（北から）

� ４��ＳＥ０４断面（南から）

� ５��ＳＤ２０断面（南から）

� ６��ＳＤ２０完掘状況（南から）
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第３節　整理作業の経過　（第１表）

　調査終了後、平成３１年２月から本格的に整理作

業を開始した。まずは２・３月に遺物洗浄や遺物の

接合関係の把握と一部の接合作業等の基礎整理作業

を行った。その後、同年４月から遺物実測作業や遺

構図のトレース作業などを進めた。同年７月にはこ

れらの作業が概ね完了し、それ以降は原稿の執筆や

編集作業を中心に進めた。なお、整理期間中に、出

土遺物の写真撮影を西大寺フォトに委託して実施す

るとともに、出土木製品に墨書による記載がないか

確認するためＸ線写真の撮影を株式会社イビソクに

委託して実施した。

発掘調査・整理作業工程表

10月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

調査（第1調査区)

調査（第2調査区)

調査（第3調査区)

洗浄

接合・復元

実測

遺構トレース

遺物トレース

写真撮影

レイアウト

執筆・編集

平成31年度（2019）

発
掘
調
査

整
理
作
業

12月 1月11月

平成30年度（2018）

琴電水田駅

G.N

事業地

発掘調査区

第 1表	 発掘調査・整理作業工程表

第 1 図	 調査区配置図（1／３，０００）
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第Ⅱ章　地理的・歴史的環境

第１節　地理的環境（第２図）

　本遺跡は高松平野東部に所在し、東は立石山山塊、

北は屋島と瀬戸内海をのぞむ。高松平野は讃岐山地

から源を発する香東川、春日川、新川などの主要河

川の営力によって形成された扇状地性の沖積平野で

ある。しかし、東部の春日川、新川の流域には、扇

状地の発達が見られず、小規模な自然堤防性の微高

地が点在する氾濫平野が広がる。本遺跡が立地する

東山崎町付近は、古川、春日川、吉田川、新川が合流・

近接するいわば扇の要部分にあたり、後世に治水の

ため激しく改変・分離されたといわれている。時期

は不明であるが、新川の旧流路は久米山の西端から

西に流れ、春日川と合流して海に注いでいた（古高

松郷土史）。

　近世以前、屋島は独立した島であり、海岸線は現

在より内陸側に大きく湾入した入江となっていた。

この県内でも有数の大きい入江は「古・高松湾」と

呼ばれていたが、複数河川が流れ込み長い年月を

かけて多くの土砂が運ばれることで遠浅海岸となっ

た。さらに近世期の塩田開発や干拓によって「古・

高松湾」は消滅し、現在に至る。

　高松平野のほぼ全域に、東に９～１１°傾いた条

里型地割が広く分布することが知られている。春日

川以東は、複数河川の氾濫と度重なる復旧によっ

て、東西ないし南北一方向だけの一町間隔となって

いて、典型的な条里型地割の方格となっていない。

しかしながら、昔から夏季には水不足に陥りやすい

ことから、極めて多くの溜池が築造されている。「さ

かさ屋島」の映える新田町の久米池は、生駒藩時代

に旱魃救済のため、西嶋八兵衛によって築造された

と言われている。また、讃岐地方に普遍的な出水と

呼ばれる自噴地下水脈を利用した湧水施設が盛ん

で、出水と溜池を併用した特徴的な配水網と水利慣

行を伝えてきた。しかし近年は、香川用水（１９７５

年完成）の通水によって、一帯は香川用水の受益範

囲に取り込まれ、農業用水の確保の不安が払拭され

た反面、地元水源を核とした水利慣行が急速に消滅

するとともに、溜池や出水の水源自体もその役割を

失いつつある。

第２節　歴史的環境（第２図）

　春日川以東の平野部が地形的にかなり安定し、集

落等が形成されるようになるのは、中世から近世以

降と言われている。

弥生時代・古墳時代　立石山山塊から延びる丘陵上、

丘陵緩斜面ないし、低丘陵地一帯には弥生時代から

古墳時代の遺跡が集中している。本遺跡北方向の久

米山・茶臼山において、弥生時代前期の環濠状の溝

と中期後半の住居跡が検出された諏訪神社遺跡、中

期後半の墳墓である久米山遺跡群が調査された。中

でも古墳時代前期に比定される高松市茶臼山古墳

は、全長７５ｍの前方後円墳である。県内唯一の出

土例である碧玉製鍬形石２点、舶載画文帯神獣鏡１

点、鉄剣、大型の祭祀用鉄鏃等の副葬品が出土し、

畿内的性格が指摘されている。立石山山塊の丘陵上

には、後期に属する古墳が多数分布する。複室構造

を持つ小山古墳や、天井石１枚の石で架構した山下

古墳、県下唯一の石棚を有した久本古墳、Ｔ字形の

横穴式石室を持った瀧本神社古墳といった単体で所

在する特徴的な巨石墳と、長尾古墳群、岡山古墳群、

平尾古墳群といった中小規模の横穴式石室墳から構

成される古墳群が点在する。この他にも数多くの古

墳の存在が知られるが、調査例が少なく実態不明な

ものが多い。

　古墳時代については、春日川以西の六条・上所遺

跡において、住居跡から「韓式土器」が出土している。　

古代　古代讃岐国では、河川を主な単位として南北

に長い郡ができ、『和名類聚抄』で当該地は山田郡

本山（毛止夜万）郷に属する。

　『日本書紀』に記載されている讃岐国山田郡屋嶋

城の存在が知られており、近年の調査によって朝鮮

半島に系譜を辿ることができる懸門や甕城といった
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第 1表	 発掘調査・整理作業工程表

第 1図	 調査区配置図（1／３，０００）
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により讃岐国に配された舟木頼重が、屋島の対岸に

高松城（喜岡城）を築城するが、天正１０（１５８２）

年、秀吉の四国征伐時に落城している。戦国時代に

は、阿波三好氏と一族的紐組を強めた十河氏が、十

河城を中心に讃岐支配の拠点とした。十河氏から分

家した前田氏が前田城を築いている。春日川西岸で

は由良兼光が六条城に拠った（全讃史）。　　

　春日川以西の六条・上所遺跡では、１３世紀から

１５世紀頃の集落が検出され、自然流路中からまと

まって約４０点の土錘が出土した。春日川から新川

にかけての範囲では、下流の川南・西遺跡などの中

世末～近世初頭にかけての有力農民層の屋敷が検出

された。

近世　天正１６（１５８８）年に生駒親正により高

松城が築城され、西嶋八兵衛による香東川の付け替

えや木太町から新田町にかけての干拓等を大規模に

行っている。その後、高松藩主となった松平賴重も

干拓や治水、新田開発に取り組み、屋島とその後背

地の陸地化が進んだ。

　自然環境の変化によって、屋島とその後背地であ

る「古・高松湾」が埋没した結果、流通拠点が西の

野原に移動した。それに伴って「高松」という地名

が屋島周辺から野原へ移り、現在の高松（旧野原）

が次の時代の中心となった。これを背景として、内

陸交通では、玉藻城外堀に架けられた常盤橋を起点

とした讃岐五街道（丸亀街道、金毘羅街道、仏生山・

塩江街道、長尾街道、志度街道）が、中世の連絡道

を原型にしながら整備された。今回の事業地のすぐ

北側を長尾街道が走り、北東隅には「奉灯万延庚申

年」（１８６０）と刻まれ裏側に石の階がついた金

毘羅燈籠があり、五街道の一つの面影をわずかに留

めている。

第３節　史料からみた東山崎・水田遺跡

　久米池の南岸に所在する久米石清水八幡宮は、『讃

岐国名勝図会』によれば、貞観元（８５９）年山城

国石清水八幡宮を男山に勧請の時、元山の郷を以て

神供料とし、山田郡本山郷の一郷一社の氏神として

祀ったという。山崎の地名の由来については、諸説

あるがこの山城国山崎神社から勧請されたものであ

る説が有力視されている。

　『兵庫北関入船納張』文安２～３（１４４５～

４６）年によると、讃岐船の積荷の中に胡麻・山崎・

山崎胡麻の記述がある。これは中世において荏胡麻

の購入を独占した山城の大山崎離宮八幡宮との関連

を示している。讃岐には海浜部を中心に石清水八幡

宮の荘園をはじめ末社も多く、淀川沿いの権門・石

清水八幡宮の影響を受けている。ただし、山田郡の

河口部に存在した方本湊（津）は、山崎関連の積荷

は見受けられず、他港と比べて国料船（十河氏５・

安富氏１）を多く認める。方本船１１艘の積荷の内

訳は、地場産の塩が１９９０石と群を抜いて多く、

農作物は米１０石、大麦１０石、小麦１０石と少な

い。国料船６艘の積荷は無記載のため推測の域をで

ないが、十河氏の支配地域である春日川と新川中・

上流域は、古代から前田町の東大寺封戸や川島東町

の坂下荘などの荘園があったことから、米・雑穀類・

胡麻などの農作物の栽培に適した地域と言え、これ

らの河川を通じて活発な水運が発達していたとも考

えられる。

　『さぬき道者一円日記』永禄８( １５６５）年は

伊勢御師・岡田大夫が讃岐国の中・東部の旦那（道

者）の許に出向き伊勢土産ないし祈祷の代価として

初穂料を徴収した記録・帳簿である。「山崎里」の

４旦那（新左衛門・しけとし・彦兵衛・弥介）が見

え、岡田大夫に用意した代価（初穂料）はすべて米

であった。物資の出入りが盛んな海浜部では貨幣で

の支払いが優位であるのに対して、地下水位が高く

当時から稲作が盛んであったことが窺える。

第 2表	 史料一覧表
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第 2 図	 周辺の遺跡（1／２５，０００）
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第４節　東山崎・水田遺跡の既往の調査成果

　事業地の南側に隣接する国道１１号高松東道路の

建設に先行して、香川県埋蔵文化財センター（以下．

県埋文センター）が２度にわたって調査を行ってい

る。双方の調査では、中世から近世にかけての集落

域及び生産域に関わる遺構を複数地点で検出してい

る。これらの成果は、単に遺跡の動向を検討する資

料というだけではなく、調査地周辺の特に東西方向

の旧地形の検討に資する基礎資料と言える。ここで

は、東山崎・水田遺跡の既往の調査成果を簡単に整

理し、その成果を踏まえて、本調査地の位置付けを

行う。

（１）地形の傾向と検出遺構�( 第３図 )

　現在の国道１１号高松東道路が施工されている箇

所の東西約６００ｍの範囲にわたって、西から順に

Ａ～Ｅ地区の合計５箇所の調査区が設定された。こ

の範囲の遺構面の高低差は顕著と言える。集落が形

成される各地区の第一遺構面の地形を概観すると、

西端に位置し最も地形の低いＡ地区、その東側に位

置し最も地形の高いＢ地区、やや東へ向けて地形が

下るＣ地区、そこから東へ向けてやや高い地形を形

成するＤ～Ｅ地区である。地形が最も高いＢ地区と、

最も低いＤ地区の比高差は約０．８ｍである。重要

と考えられるのは、最上位の遺構面上に形成された

集落が、この範囲の最も地形の高いＢ地区には選地

されていないという点である。集落は、Ｃ地区及び

Ｄ～Ｅ地区に形成されており、この範囲は集落形成

前に度重なる土砂の供給があったことでやや高い地

形面が形成され、その上に集落が営まれたことが

調査で明らかとなっている。加えて、Ｄ～Ｅ地区の

集落の方が早期に集落形成がなされていることを踏

まえると、相対的に地形の低い東側のＤ～Ｅ地区が

Ｃ地区よりも早く集落形成に適した地形の平準化が

なされた可能性を想定しておくべきだろう。各調査

区の遺構面以下の土層には中世に帰属する土器片が

含まれていることが確認されており、層相の観察か

ら集落が形成される中世以前は氾濫原であったと指

摘されている。当地の集落形成前は、春日川ないし

は新川の旧流路等からの供給物に影響を受けるよう

な地形の安定しない範囲だったことが推定されてい

る。

　次に検出遺構を概観すると、当該調査で集落が検

出されているのはＣ・Ｄ・Ｅ地区の３箇所である。

それぞれの集落の遺構は連続せず、かつ遺構の消長

にも差異が認められることなどから、３つの異なる

集落と考えられている。また、多くの地点で畠を中

心とした生産域が確認されているが、とりわけＣ地

区の集落の下層からは洪水砂に被覆された畝立てさ

れた畠が検出されている。土地利用に大きな変化が

認められる点は、単に生産域から居住域に土地利用

が変化したという事象面の変化にとどまらず、それ

に伴う周辺地の水利の変更など、事象の背景に治水

に関連した各種行為が想定できることから看過でき

ない。集落形成前は主として生産域としての土地利

用がなされていた本遺跡において、いくつかの地点

で集落域へと土地利用が変遷するということは、本

遺跡周辺のみならず春日川と新川に挟まれた両河川

流域の土地開発史を検討する場合に重要な位置を占

める遺跡と言える。

（２）層序と遺構面

　当該調査の報告書では各調査区の断面図が示さ

れ、かつ各所で遺構面よりも下位を深く掘削して遺

構面以下の堆積状況の観察がなされているが、調査

区相互の土層の対応関係は示されていない。詳細な

検討を行うことは困難だが、層序及び遺構面の特徴

的な事象を抽出すると以下のとおり要点を整理する

ことができる。

　①�遺構面以下の土層の層相と含まれる遺物の時期

香川県教育委員会ほか 1992『東山崎・水田遺跡』から引用

Ｅ Ｗ

第 3 図	 東山崎・水田遺跡の土地利用
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第４節　東山崎・水田遺跡の既往の調査成果

　事業地の南側に隣接する国道１１号高松東道路の

建設に先行して、香川県埋蔵文化財センター（以下．

県埋文センター）が２度にわたって調査を行ってい

る。双方の調査では、中世から近世にかけての集落

域及び生産域に関わる遺構を複数地点で検出してい

る。これらの成果は、単に遺跡の動向を検討する資

料というだけではなく、調査地周辺の特に東西方向

の旧地形の検討に資する基礎資料と言える。ここで

は、東山崎・水田遺跡の既往の調査成果を簡単に整

理し、その成果を踏まえて、本調査地の位置付けを

行う。

（１）地形の傾向と検出遺構�( 第３図 )

　現在の国道１１号高松東道路が施工されている箇

所の東西約６００ｍの範囲にわたって、西から順に

Ａ～Ｅ地区の合計５箇所の調査区が設定された。こ

の範囲の遺構面の高低差は顕著と言える。集落が形

成される各地区の第一遺構面の地形を概観すると、

西端に位置し最も地形の低いＡ地区、その東側に位

置し最も地形の高いＢ地区、やや東へ向けて地形が

下るＣ地区、そこから東へ向けてやや高い地形を形

成するＤ～Ｅ地区である。地形が最も高いＢ地区と、

最も低いＤ地区の比高差は約０．８ｍである。重要

と考えられるのは、最上位の遺構面上に形成された

集落が、この範囲の最も地形の高いＢ地区には選地

されていないという点である。集落は、Ｃ地区及び

Ｄ～Ｅ地区に形成されており、この範囲は集落形成

前に度重なる土砂の供給があったことでやや高い地

形面が形成され、その上に集落が営まれたことが

調査で明らかとなっている。加えて、Ｄ～Ｅ地区の

集落の方が早期に集落形成がなされていることを踏

まえると、相対的に地形の低い東側のＤ～Ｅ地区が

Ｃ地区よりも早く集落形成に適した地形の平準化が

なされた可能性を想定しておくべきだろう。各調査

区の遺構面以下の土層には中世に帰属する土器片が

含まれていることが確認されており、層相の観察か

ら集落が形成される中世以前は氾濫原であったと指

摘されている。当地の集落形成前は、春日川ないし

は新川の旧流路等からの供給物に影響を受けるよう

な地形の安定しない範囲だったことが推定されてい

る。

　次に検出遺構を概観すると、当該調査で集落が検

出されているのはＣ・Ｄ・Ｅ地区の３箇所である。

それぞれの集落の遺構は連続せず、かつ遺構の消長

にも差異が認められることなどから、３つの異なる

集落と考えられている。また、多くの地点で畠を中

心とした生産域が確認されているが、とりわけＣ地

区の集落の下層からは洪水砂に被覆された畝立てさ

れた畠が検出されている。土地利用に大きな変化が

認められる点は、単に生産域から居住域に土地利用

が変化したという事象面の変化にとどまらず、それ

に伴う周辺地の水利の変更など、事象の背景に治水

に関連した各種行為が想定できることから看過でき

ない。集落形成前は主として生産域としての土地利

用がなされていた本遺跡において、いくつかの地点

で集落域へと土地利用が変遷するということは、本

遺跡周辺のみならず春日川と新川に挟まれた両河川

流域の土地開発史を検討する場合に重要な位置を占

める遺跡と言える。

（２）層序と遺構面

　当該調査の報告書では各調査区の断面図が示さ

れ、かつ各所で遺構面よりも下位を深く掘削して遺

構面以下の堆積状況の観察がなされているが、調査

区相互の土層の対応関係は示されていない。詳細な

検討を行うことは困難だが、層序及び遺構面の特徴

的な事象を抽出すると以下のとおり要点を整理する

ことができる。

　①�遺構面以下の土層の層相と含まれる遺物の時期

香川県教育委員会ほか 1992『東山崎・水田遺跡』から引用

Ｅ Ｗ

第 3図	 東山崎・水田遺跡の土地利用
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から、中世以前は当地が氾濫原に相当していた

と推定できること。

　②�地点によって複数の遺構面を確認できること。

遺構の形成時期は中世から近世にかけてであ

る。

　③�地点によって差異はあるが、多くの箇所で洪水

砂に被覆された遺構面を複数確認できること。

　上記の事象から推定できるのは、調査地周辺は上

流域からの豊富な土砂供給が、特に中世以前に活発

だった点である。当地が春日川と新川に挟まれた立

地という点を勘案すると、その要因となるのは河川

からの土砂供給、具体的に言うと近接する河川によ

る氾濫堆積物の断続的な供給と考えられる。調査成

果のうち集落が形成されたという点からは、少なく

とも中世以降に氾濫堆積物の供給が不活発となり、

当地において集落の形成が進んだことが推定でき

る。

　具体的にＣ地区の状況で整理すると、Ｃ地区の集

落関連の遺構の下位に存在する生産関連の遺構につ

いて、複数の遺構面を洪水砂が被覆する状況が認め

られる。これと対照的に、Ｃ地区の第一遺構面の集

落遺構の上位に氾濫堆積物は認められない点から

も、幾分か削平されていることを考慮しても、下位

の生産関連の遺構が形成された遺構面との堆積状況

の顕著な差異と認識できる。これらの調査成果から、

集落形成以降の調査地周辺では自然堆積による地層

の塁重が不活発となったという点は首肯できるだろ

う。本調査地においては、集落が形成される前後で

周辺の環境に変化が生じた点が見込まれるというこ

とからも、より広域的な視点で遺跡のあり方を検討

していく必要があることを既往の調査成果は示して

いる。

（３）東山崎・水田遺跡のＣ・Ｄ地区の調査成果

ａ　集落形成後（第一遺構面）（第４図）

　今回の事業地は、県埋文センターの調査において

Ｃ・Ｄ地区とされた調査区の北側に隣接し、東山崎・

水田遺跡の範囲で最も地形の高い地点のやや東側に

位置している。本事業地との地形面及び遺構の連続

性が想定されるため、県埋文センターのＣ・Ｄ地区

に限定して調査成果の詳細を整理しておく。

　まずは、双方の最上位の遺構面となる第一遺構面

について整理する。第一遺構面は主に集落を検出し

た遺構面である。Ｃ地区では１６世紀前半から１７

世紀代にかけての集落に関わる遺構が主に検出され

ている。集落に関わる遺構の平面分布からは、遺構

の密度が高いＣ－２区が集落の中心部分に当たると

考えられる。この集落は周囲に規模の大きい溝を配

する構造で、溝の配置から集落の居住区域が概ね検

討できる。居住域の西限はＣ－１区の中央付近、東

限はＤ地区において集落に関わる遺構の連続性が認

められないことからＣ－２区とＤ－１区の間に当た

ると推定できる。なお、Ｃ－１区中央よりも西側で

は耕作痕跡と考えられる溝が南北方向で複数認めら

れたことから、集落の西側の同一面には畠を中心と

した生産域が展開していたと言える。一方、集落の

東側に当たるＤ地区では畠などの生産関連の遺構は

検出されていない。少なくともこの範囲は、居住域

が連続しない範囲だったことは推定できる。

　次に集落が営まれた第一遺構面の地形面の標高値

を見ると、居住域の範囲内となるＣ－１区中央付近

で８．８ｍ、Ｃ－２区東端で８．７ｍであり、東西に

約６０ｍの距離で比高差が１０㎝ある。第一遺構面

の直上が現代の耕作土等であることを踏まえると後

世の削平を多少なりとも考慮しなければならない

が、この標高値の比較と溝で区画された居住域内部

の空間構造という視点からは、極端な高低差のない

平坦な地形面上に居住域は立地していたと考えるの

が適当と言える。一方で、居住域の外側に当たると

考えられるＤ－１区西端の標高値は約８．２ｍとな

り、居住域外の東側が地形的にやや低くなることが

分かる。

ｂ　集落形成以前（第二遺構面以下）

　Ｃ地区の集落形成前は、洪水砂に被覆された畠と

考えられる遺構が合計３面検出されている。報告書

ではＣ地区全体に畠が展開すると推定されている

が、実際に平面的に調査されているのはＣ－１南拡

張区のみである。Ｃ－１南拡張区では、畠の畝間溝

及び畝を２面分検出し、その２面の間に鋤溝等の遺

構が形成されない洪水砂に被覆された遺構面を１面

確認している。これら畠の形成時期の上限は不明と

されている。次に畠の範囲について、Ｃ－１南拡張

区の西側は氾濫堆積により攪乱され遺構が遺存して

おらず、畠の西限は不明である。また、居住域の東

側に当たるＤ－１区では下位の遺構面で耕作土は確

認されているが、畠の畝は検出されていない。この

点については、畠の作付け時期等によって畝立てし

ていなかった畠が廃絶した場合もありうるため、畠

の東限についても不明と言える。
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　以上の整理から、Ｃ・Ｄ地区の集落形成前は畠を

主体とする生産域が展開していたことが分かる。既

往の調査成果から、本事業地周辺が畠を中心とした

生産域から部分的に集落域へと土地利用が変化した

ことが分かる。この成果を踏まえると、本事業地は

集落域に関わる遺構とその下位で生産域に関わる遺

構の検出が見込まれる地点と言える。

（４）春日川及び新川間の主な遺跡（第５図）

　東山崎・水田遺跡は現在の春日川と新川に挟まれ

た場所に位置しているが、近隣には類似した立地の

遺跡が複数存在する。第５図に両河川の上流域から

下流域にかけての主な遺跡の分布図を示したが、川

島東町付近で東西方向に想定されている旧南海道跡

付近から南側にかけては古墳を含む比較的多くの遺

跡が分布している。一方、それより北側でかつ東山

崎・水田遺跡までの範囲は、春日川近隣の大灘遺跡

や由良南原遺跡など一部の範囲に遺跡が認められる

ような限定的な遺跡の在り方である。当該範囲が開

発行為の少ない地域という見方や河川の氾濫等で遺

跡が失われた可能性なども想定できるが、現状で把

握されている遺跡の在り方から旧南海道跡付近とそ

れより北側の遺跡の分布状況とでは明瞭な差異があ

ると指摘できる。また、東山崎・水田遺跡の近隣で

は水田遺跡が認められる程度で、それより北側は川

南・東遺跡及び川南・西遺跡の２つの遺跡のみ確認

されている状況である。

　このような遺跡の分布状況から、両河川の旧流路

を含む河川との位置関係が遺跡の分布状況と相関し
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から、中世以前は当地が氾濫原に相当していた

と推定できること。

　②�地点によって複数の遺構面を確認できること。

遺構の形成時期は中世から近世にかけてであ

る。

　③�地点によって差異はあるが、多くの箇所で洪水

砂に被覆された遺構面を複数確認できること。

　上記の事象から推定できるのは、調査地周辺は上

流域からの豊富な土砂供給が、特に中世以前に活発

だった点である。当地が春日川と新川に挟まれた立

地という点を勘案すると、その要因となるのは河川

からの土砂供給、具体的に言うと近接する河川によ

る氾濫堆積物の断続的な供給と考えられる。調査成

果のうち集落が形成されたという点からは、少なく

とも中世以降に氾濫堆積物の供給が不活発となり、

当地において集落の形成が進んだことが推定でき

る。

　具体的にＣ地区の状況で整理すると、Ｃ地区の集

落関連の遺構の下位に存在する生産関連の遺構につ

いて、複数の遺構面を洪水砂が被覆する状況が認め

られる。これと対照的に、Ｃ地区の第一遺構面の集

落遺構の上位に氾濫堆積物は認められない点から

も、幾分か削平されていることを考慮しても、下位

の生産関連の遺構が形成された遺構面との堆積状況

の顕著な差異と認識できる。これらの調査成果から、

集落形成以降の調査地周辺では自然堆積による地層

の塁重が不活発となったという点は首肯できるだろ

う。本調査地においては、集落が形成される前後で

周辺の環境に変化が生じた点が見込まれるというこ

とからも、より広域的な視点で遺跡のあり方を検討

していく必要があることを既往の調査成果は示して

いる。

（３）東山崎・水田遺跡のＣ・Ｄ地区の調査成果

ａ　集落形成後（第一遺構面）（第４図）

　今回の事業地は、県埋文センターの調査において

Ｃ・Ｄ地区とされた調査区の北側に隣接し、東山崎・

水田遺跡の範囲で最も地形の高い地点のやや東側に

位置している。本事業地との地形面及び遺構の連続

性が想定されるため、県埋文センターのＣ・Ｄ地区

に限定して調査成果の詳細を整理しておく。

　まずは、双方の最上位の遺構面となる第一遺構面

について整理する。第一遺構面は主に集落を検出し

た遺構面である。Ｃ地区では１６世紀前半から１７

世紀代にかけての集落に関わる遺構が主に検出され

ている。集落に関わる遺構の平面分布からは、遺構

の密度が高いＣ－２区が集落の中心部分に当たると

考えられる。この集落は周囲に規模の大きい溝を配

する構造で、溝の配置から集落の居住区域が概ね検

討できる。居住域の西限はＣ－１区の中央付近、東

限はＤ地区において集落に関わる遺構の連続性が認

められないことからＣ－２区とＤ－１区の間に当た

ると推定できる。なお、Ｃ－１区中央よりも西側で

は耕作痕跡と考えられる溝が南北方向で複数認めら

れたことから、集落の西側の同一面には畠を中心と

した生産域が展開していたと言える。一方、集落の

東側に当たるＤ地区では畠などの生産関連の遺構は

検出されていない。少なくともこの範囲は、居住域

が連続しない範囲だったことは推定できる。

　次に集落が営まれた第一遺構面の地形面の標高値

を見ると、居住域の範囲内となるＣ－１区中央付近

で８．８ｍ、Ｃ－２区東端で８．７ｍであり、東西に

約６０ｍの距離で比高差が１０㎝ある。第一遺構面

の直上が現代の耕作土等であることを踏まえると後

世の削平を多少なりとも考慮しなければならない

が、この標高値の比較と溝で区画された居住域内部

の空間構造という視点からは、極端な高低差のない

平坦な地形面上に居住域は立地していたと考えるの

が適当と言える。一方で、居住域の外側に当たると

考えられるＤ－１区西端の標高値は約８．２ｍとな

り、居住域外の東側が地形的にやや低くなることが

分かる。

ｂ　集落形成以前（第二遺構面以下）

　Ｃ地区の集落形成前は、洪水砂に被覆された畠と

考えられる遺構が合計３面検出されている。報告書

ではＣ地区全体に畠が展開すると推定されている

が、実際に平面的に調査されているのはＣ－１南拡

張区のみである。Ｃ－１南拡張区では、畠の畝間溝

及び畝を２面分検出し、その２面の間に鋤溝等の遺

構が形成されない洪水砂に被覆された遺構面を１面

確認している。これら畠の形成時期の上限は不明と

されている。次に畠の範囲について、Ｃ－１南拡張

区の西側は氾濫堆積により攪乱され遺構が遺存して

おらず、畠の西限は不明である。また、居住域の東

側に当たるＤ－１区では下位の遺構面で耕作土は確

認されているが、畠の畝は検出されていない。この

点については、畠の作付け時期等によって畝立てし

ていなかった畠が廃絶した場合もありうるため、畠

の東限についても不明と言える。
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ている可能性を推定することができる。特に両河川

との間が狭くなる東山崎・水田遺跡付近から北側に

かけての下流域の遺跡の消長は、背後に想定される

両河川流域の治水に関わる各種行為を推定する一つ

の材料ともなりうる。そこで、下流域側に当たる水

田遺跡、川南・東遺跡、川南・西遺跡の３つの遺跡

の調査成果を概観しておく。

水田遺跡　今回の事業地から東へ３００ｍほどの場

所に位置する。水田遺跡では合計２回の調査が行わ

れている（第１・２次調査）。同一水準を用いて調

査した今回の調査地と標高値を比較すると、西に位

置する本調査地で集落を検出した箇所の標高値が約

８．５ｍ（第一遺構面）、水田遺跡の第１次調査の遺

構面の標高値が約７．９ｍ、第２次調査の遺構面の

標高値が約８．１ｍである。同一の地形面上を比較

できているかは不明だが、時期的には後出する中世

後半の集落を検出した本調査地の遺構面との比高差

が０．５ｍあり、水平距離に対してそれほど大きく

ない垂直距離の差と考えることができる。

　次に水田遺跡（第１・２次調査）の調査で検出さ

れた遺構等を概観すると、わずかに溝などの人工的

な遺構が見られる程度で、集落内に位置する場所と

は異なると考えられる。一方で注目されるのが同一

調査区で検出された自然流路である。第１次調査の

ＳＲ０１は１２世紀代と考えられる遺物を含むこと

から、埋没はそれ以降に進むと考えられる。また、

発掘調査されてはいないが、第１次調査の西側は氾

濫原と考えられる堆積状況を確認しており、集落

等の遺跡は形成されていない。この時期に新川に近

いこの地域で自然流路の埋没が進行しているという

点は重要である。水田遺跡の西側にある東山崎・水

田遺跡のＥ地区で１３世紀代に集落が形成されてい

る。集落形成に近似する時期に、周辺地では自然流

路が埋没していく状況下にあったということが分か

る。

川南・西遺跡　川南・東遺跡の西側に位置しており、

発掘調査によって１５世紀中葉から１７世紀中葉の

居住域と耕作域が検出された遺跡である。注目され

るのが、一部調査区の現代耕作土直下で、河川の氾

濫を起源とする砂層が確認されている点で、これよ

り下位でもそれより古い時期の新川の堤防決壊に伴

う堆積物と推定される砂層が確認されている。集落

形成後にも遺跡における地層の塁重が活発である点

は、本遺跡の立地を端的に示している。

川南・東遺跡　近世以降の集落及び耕作域が検出さ

れた遺跡である。調査では１６世紀以降の遺物が出

土しており、最も古い時代として１７世紀から１８

世紀の遺物を含む集落が確認されている。関連して

実施された試掘調査の成果から、西側に位置する川

南・西遺跡との間には北流する自然流路が確認され

ている。

　以上見てきたように、東山崎・水田遺跡付近から

北側にかけての範囲では、地点によって中世後半以

降に集落や耕作域の形成が進むことがこれまでの調

査等で明らかになっている。これは春日川及び新

川の両河川に挟まれた影響を受けうる場所に立地す

る範囲において、集落形成が可能となるような一定

程度の地形の安定化が進んだことを示すと考えられ

る。一方で、一部の場所では集落形成後にも河川氾

濫の痕跡をうかがえるなど、必ずしも氾濫等とは無

縁となっていないことも明らかである。中世後半の

集落形成後も河川の氾濫と隣り合わせであるという

点が本地域の地域的特質であるという点も理解して

おくべきだろう。
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第１節　試掘調査成果の概要

　発掘調査以前は、事業地は周知の埋蔵文化財包蔵

地「東山崎・水田遺跡」の北側隣接地に相当していた。

事業に先立ち、土地所有者からの依頼を受けて合計

３筆を対象として試掘調査を実働２日で実施した。

　試掘調査は２つの調査区を設定して行い、いずれ

の調査区からも遺構・遺物が出土した。検出したの

は溝を５条、土坑を３基、ピットを７基である。こ

れらの遺構の埋土には若干の相違があるため、複数

時期の遺構となる可能性が考えられた。南側に隣接

する東山崎・水田遺跡で調査されている遺構との連

続性を推定できることから、東山崎・水田遺跡の集

落が本事業地にも展開することが明らかとなった。

第２節　発掘調査の成果

（１）発掘調査の方法

ａ　調査区の設定と掘削方法

　発掘調査区は事業地内の３箇所に分かれており、

いずれも東西方向に長い調査区である。このうち事

業地北西側に位置する第１調査区が最も面積の広い

調査区である。調査は、面積が広い第１調査区から

着手し、以後、第２・３調査区の順で調査すること

とした。また、次の調査区の調査中に調査が終了し

た調査区の埋め戻し作業を重機で行った。

　掘削方法は、遺構面までの掘削を重機で行い、そ

の後、人力で遺構検出・掘削を行った。なお、第１

調査区において、最上位の遺構面の下に複数の遺構

面があることが判明したため、各調査区とも最上位

の遺構面の調査後、堆積層の厚い箇所は重機、薄い

箇所は人力で掘削して下位の遺構面を調査した。

ｂ　図化作業・遺構番号・遺物の取り上げ

　遺構図面は、事業者側が実施した土地境界測量で

取得していた国土座標を用いて手測り測量で作成し

た。水準は、平成２６年度に本市が実施した水田遺

跡（東山崎町５１号線道路関連発掘調査）の調査で

設置した基準点に取り付けられた水準を、調査担当

者が直接水準で移動して用いた。

　遺構番号は、現地では遺構の略号（ＳＢ・ＳＡ・

ＳＫ・ＳＥ・ＳＰ・ＳＸ・ＳＤ）を冠して、その後

ろに番号を与えて管理した。遺物は、主に土層単位

と遺構単位で取り上げた。

（２）基本層序と遺構面（第６～８図）

ａ　基本層序

　今回の調査によって、現地表面以下１ｍ程度の層

序の観察を行った。それよりも下位の堆積について

は観察しておらず、観察した範囲内で大別層序を以

下のとおり整理するものである。なお、特に下位の

土層は、現地表面からの深度も深く部分的に観察で

きた所見で整理したものであるため、観察した状況

についても個別に触れておく。

　本調査地の層序は大別して６層（上位の堆積から

Ⅰ～Ⅵ層とする）にまとめることができる。個々の

層相の記載は個別の断面図を参照いただくとして、

ここでは大別層序ごとの概要を記載する。

　Ⅰ層は現代耕作土層である。層厚は２０～４０㎝

程度で、調査前に行われていた水田耕作に伴う土層

と、一部でわずかにそれ以前の土地利用に供された

土層も含めて整理した。Ⅱ層は氾濫堆積物で、いわ

ゆる「洪水砂」と考えられる。地点によって粒径が

異なるが、シルトから粗粒砂までを含む砂系の土層

であり、第１・２調査区は大半の箇所に分布し、第

３調査区では部分的に見られた土層である。具体的

には、第１・２調査区では１０～２０㎝程度の厚さ

で堆積し、第３調査区では調査区西端付近で１０㎝

程度、それより東側では数㎝ほどの厚さである。Ⅲ

層は比較的しまりのあるシルト質の土層で、 ５～３０㎝

程度の厚さで堆積する。 第１ ・ ２調査区では、 Ⅲ層の

上面が東西方向に２ｍ程度の間隔で高低を繰り返す

畝状を呈する地形面をなしており、その形状を踏ま

えてⅢ層は畠の耕作土に相当すると考える。なお、

Ⅲ層は全ての調査区で確認できたものの、第３調査

区では平面及び断面で畠の畝を検出することはでき

なかった。畝は時期等によって形成されていなかっ

た可能性もあるため、平面形状のみで第３調査区に

畠が形成されていなかったと断定することはできな

い。Ⅳ層は細粒砂からなる氾濫堆積物と考えられる

土層である。全ての調査区で観察できたものの、西

側に位置する第１調査区では西端から中央付近まで

の限られた範囲に５～２０㎝程度の厚さで堆積して

おり、東側には連続しない。また、東側に位置する

第３調査区では調査区西端には堆積せず、中央から

東側にかけて５㎝程度の厚さでまばらに認められ

た。これらの所見から、Ⅳ層は総じて東へ向けて希

薄となる傾向の土層と考えられる。Ⅴ層はシルト混

じりの粘土を主体とする土層で、下位の土層まで断
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ている可能性を推定することができる。特に両河川

との間が狭くなる東山崎・水田遺跡付近から北側に

かけての下流域の遺跡の消長は、背後に想定される

両河川流域の治水に関わる各種行為を推定する一つ

の材料ともなりうる。そこで、下流域側に当たる水

田遺跡、川南・東遺跡、川南・西遺跡の３つの遺跡

の調査成果を概観しておく。

水田遺跡　今回の事業地から東へ３００ｍほどの場

所に位置する。水田遺跡では合計２回の調査が行わ

れている（第１・２次調査）。同一水準を用いて調

査した今回の調査地と標高値を比較すると、西に位

置する本調査地で集落を検出した箇所の標高値が約

８．５ｍ（第一遺構面）、水田遺跡の第１次調査の遺

構面の標高値が約７．９ｍ、第２次調査の遺構面の

標高値が約８．１ｍである。同一の地形面上を比較

できているかは不明だが、時期的には後出する中世

後半の集落を検出した本調査地の遺構面との比高差

が０．５ｍあり、水平距離に対してそれほど大きく

ない垂直距離の差と考えることができる。

　次に水田遺跡（第１・２次調査）の調査で検出さ

れた遺構等を概観すると、わずかに溝などの人工的

な遺構が見られる程度で、集落内に位置する場所と

は異なると考えられる。一方で注目されるのが同一

調査区で検出された自然流路である。第１次調査の

ＳＲ０１は１２世紀代と考えられる遺物を含むこと

から、埋没はそれ以降に進むと考えられる。また、

発掘調査されてはいないが、第１次調査の西側は氾

濫原と考えられる堆積状況を確認しており、集落

等の遺跡は形成されていない。この時期に新川に近

いこの地域で自然流路の埋没が進行しているという

点は重要である。水田遺跡の西側にある東山崎・水

田遺跡のＥ地区で１３世紀代に集落が形成されてい

る。集落形成に近似する時期に、周辺地では自然流

路が埋没していく状況下にあったということが分か

る。

川南・西遺跡　川南・東遺跡の西側に位置しており、

発掘調査によって１５世紀中葉から１７世紀中葉の

居住域と耕作域が検出された遺跡である。注目され

るのが、一部調査区の現代耕作土直下で、河川の氾

濫を起源とする砂層が確認されている点で、これよ

り下位でもそれより古い時期の新川の堤防決壊に伴

う堆積物と推定される砂層が確認されている。集落

形成後にも遺跡における地層の塁重が活発である点

は、本遺跡の立地を端的に示している。

川南・東遺跡　近世以降の集落及び耕作域が検出さ

れた遺跡である。調査では１６世紀以降の遺物が出

土しており、最も古い時代として１７世紀から１８

世紀の遺物を含む集落が確認されている。関連して

実施された試掘調査の成果から、西側に位置する川

南・西遺跡との間には北流する自然流路が確認され

ている。

　以上見てきたように、東山崎・水田遺跡付近から

北側にかけての範囲では、地点によって中世後半以

降に集落や耕作域の形成が進むことがこれまでの調

査等で明らかになっている。これは春日川及び新

川の両河川に挟まれた影響を受けうる場所に立地す

る範囲において、集落形成が可能となるような一定

程度の地形の安定化が進んだことを示すと考えられ

る。一方で、一部の場所では集落形成後にも河川氾

濫の痕跡をうかがえるなど、必ずしも氾濫等とは無

縁となっていないことも明らかである。中世後半の

集落形成後も河川の氾濫と隣り合わせであるという

点が本地域の地域的特質であるという点も理解して

おくべきだろう。
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第Ⅲ章　調査成果

割り調査を行わず掘削深度が到達していないと考え

られる第２調査区以外の調査区で確認した。第１・

３調査区では広い範囲でⅤ層の層相を観察したが、

層厚は５～２０㎝程度で比較的しまりのある土層で

ある。Ⅲ層と類似した層相であることから畠等の耕

作土になる可能性も想定したが、第１調査区北東側

で部分的に実施したⅤ層上面での遺構検出の結果、

畠に関わる遺構は認められず、平面での所見をもっ

て耕作土と断定するには至らなかった。また、第３

調査区で行ったⅤ層上面の平面的な調査でも溝を１

条検出するにとどまっており、Ⅴ層上面は畠とは異

なる土地利用に供された遺構面の可能性も想定して

いる。ちなみに、Ⅴ層まで掘削が到達すると湧水量

が極端に増加するという傾向も付記しておく。Ⅵ層

は中粒砂や極粗粒砂からなる砂系の氾濫堆積物と考

えられる土層で、掘削深度の深かった第１・３調査

区のみ検出した。層厚はいずれの調査区でもⅥ層の

底部を確認できなかったため不明である。Ⅵ層上面

について第３調査区のみ平面的に調査を行い、ピッ

トや土坑など合計３基の遺構が形成された遺構面で

あることを確認した。

　今回の調査によって結果的に遺構を検出したこと

で遺構面と認定できたのは、Ⅱ層上面（第一遺構面）、

Ⅲ層上面（第二遺構面）、Ⅴ層上面（第三遺構面）、

Ⅵ層上面（第四遺構面）である。ただし、調査区に

よって大別層序の分布状況にわずかな差異があるた

め、次項で遺構面の対応関係と調査区ごとの遺構面

の状況を整理する。

-　15　-

第 1調査区

第２調査区

第３調査区

Ｇ.Ｎ

0 10ｍ

（S=1 ／ 400）

x=144520

x=144510

x=144500

x=144490

x=144480

y=54740 

y=54750 

y=54760 
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第 9 図	 第一遺構面　平面図（１／４００）
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東山崎・水田遺跡

ｂ　遺構面

　基本層序で説明した遺構面の理解をもとに、本項

では調査区間の対応関係の整理を行った上で、各遺

構面の地形的な特徴を報告する。

第一遺構面　Ⅱ層上面に形成された集落に関連した

遺構を検出した遺構面である。直上に現代耕作土を

含むⅠ層が堆積することから後世にいくらか削平さ

れたことも見込まれる。第一遺構面上面の標高は、

特に居住域に関連した遺構を検出した範囲では高低

差がほとんど認められない。居住域に関連した遺構

を検出した第１・２調査区の第一遺構面の標高値を

比較すると、第１調査区西端が標高約８．５ｍ、第

１調査区のＳＤ２０の西側で標高約８．４ｍ、南側

に位置する第２調査区西端で標高約８．６ｍ、第２

調査区のＳＤ２０西側で標高約８．６ｍである。東

西方向及び南北方向のいずれも、当該範囲での比高

差は２０㎝の範囲に収まることから、極端な高低差

のないほぼ平坦な地形面と言える。一方で、同じ第

一遺構面ながら、居住域に関連した遺構が認められ

ない第３調査区は、西端と東端ともに標高約８．４

ｍであり、居住域の同一面よりもやや低い地形面と

なる。

第二遺構面　Ⅲ層上面に相当し、畠を中心とした生

産域に関わる遺構を検出した遺構面である。第１・

２調査区の遺構面上面は、２ｍ程度の間隔を空けて

南北方向に複数の畝が形成されている。これら遺構

の配置等から、畝立てされた畠が形成された遺構面

と考える。双方の調査区では畝の間の地形面に多少

の起伏は認められるが、平均値で見ると南側に位置

する第２調査区の第二遺構面上面の標高が８．５ｍ

前後、北側に位置する第１調査区の同一遺構面の標

高が８．４ｍ前後であり、わずかに南側の調査区の

地形面が高い傾向にある。

　一方で、最も東側に位置する第３調査区の同一遺

構面の標高は約８．４ｍであり、西側に隣接する第

２調査区の同一面よりもやや低い地形面と言える。

他地区で畝の間に形成されていた溝と類似する溝が

第３調査区の西端に１条開削されるのみで、それよ

り以東に連続しないことを確認した。前述したとお

り、畝の有無が直ちに畠の有無を示すものではない

ことから、当該遺構面における畠の範囲は、今回の

調査では特定できないということになる。

第三遺構面　Ⅴ層上面に相当し、平面的な調査を

行ったのが第３調査区にほぼ限定できるため、これ

より上位の遺構面よりも平面的な情報に乏しい。第

三遺構面上面の標高値は、第１調査区東側と第３調

査区西側でほぼ等しい約８．２ｍであるが、部分的

に見ると若干の高低差は認められる。平面的に調査

した第３調査区では、南北方向の溝を１条検出した

のみであり、第１調査区北東側で行った部分的な調

査においても遺構を検出できなかったことを踏まえ

ると、密に遺構が形成された遺構面とは考えにくい。

第四遺構面　Ⅵ層上面に相当し、平面的な調査を

行ったのは第３調査区のみである。部分的な断割り

調査を実施した第１調査区北西端では、Ⅵ層上面の

標高値が約７．９ｍ、東側の第３調査区西側では約

８．０ｍ、同調査区東端で約８．１ｍであり、大きな

高低差はない。平面的に調査した第３調査区では合

計３基の遺構を検出したが、第四遺構面も遺構の分

布密度が低い遺構面と考えられる。

　以上、４面の遺構面の状況を整理した。今回の調

査は、遺跡の主要な遺構面となる第一・二遺構面を

全ての調査区で調査し、第三・四遺構面については

調査の過程で遺構の検出が見込まれた第３調査区の

み調査し、かつ双方の遺構面の高低差が１０㎝程度

であったため、第四遺構面の高さに併せて２つの遺

構面を調査した。

（３）各遺構面の遺構・遺物

ａ　第一遺構面の遺構・遺物（第９～２５図）

　第一遺構面は、主に集落として土地利用された遺

構面と評価できる。第一遺構面の遺構を検出した範

囲は、第１・２調査区のみである。検出したのは、

掘立柱建物・土坑・井戸・溝・性格不明遺構である。

第一遺構面の検出遺構は、第１・２調査区東端に開

削されたＳＤ２０以西に分布しており、南側隣接地

の調査成果も踏まえると、東側をＳＤ２０に区画さ

れた範囲が本集落の居住域と推定できる。

１）掘立柱建物

ＳＢ０１（第１３図）

　第１調査区の北端で検出した掘立柱建物である。

北部は調査区外に伸びるため全形は不明である。平

面プランは桁行３間 ( ８．１ｍ )、梁行１間 ( １．

８ｍ ) ないし１間以上、床面積１４．６㎡以上を測

り、建物主軸は東西棟のＥ－１２°－Ｓに復元し

た。これは条里地割にほぼ合致する。未調査部分が

あるため、構成する柱穴の特定に検討の余地を残す
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第 10 図	 第１調査区　第一遺構面　平面図（１／１５０）

東山崎・水田遺跡

ｂ　遺構面

　基本層序で説明した遺構面の理解をもとに、本項

では調査区間の対応関係の整理を行った上で、各遺

構面の地形的な特徴を報告する。

第一遺構面　Ⅱ層上面に形成された集落に関連した

遺構を検出した遺構面である。直上に現代耕作土を

含むⅠ層が堆積することから後世にいくらか削平さ

れたことも見込まれる。第一遺構面上面の標高は、

特に居住域に関連した遺構を検出した範囲では高低

差がほとんど認められない。居住域に関連した遺構

を検出した第１・２調査区の第一遺構面の標高値を

比較すると、第１調査区西端が標高約８．５ｍ、第

１調査区のＳＤ２０の西側で標高約８．４ｍ、南側

に位置する第２調査区西端で標高約８．６ｍ、第２

調査区のＳＤ２０西側で標高約８．６ｍである。東

西方向及び南北方向のいずれも、当該範囲での比高

差は２０㎝の範囲に収まることから、極端な高低差

のないほぼ平坦な地形面と言える。一方で、同じ第

一遺構面ながら、居住域に関連した遺構が認められ

ない第３調査区は、西端と東端ともに標高約８．４

ｍであり、居住域の同一面よりもやや低い地形面と

なる。

第二遺構面　Ⅲ層上面に相当し、畠を中心とした生

産域に関わる遺構を検出した遺構面である。第１・

２調査区の遺構面上面は、２ｍ程度の間隔を空けて

南北方向に複数の畝が形成されている。これら遺構

の配置等から、畝立てされた畠が形成された遺構面

と考える。双方の調査区では畝の間の地形面に多少

の起伏は認められるが、平均値で見ると南側に位置

する第２調査区の第二遺構面上面の標高が８．５ｍ

前後、北側に位置する第１調査区の同一遺構面の標

高が８．４ｍ前後であり、わずかに南側の調査区の

地形面が高い傾向にある。

　一方で、最も東側に位置する第３調査区の同一遺

構面の標高は約８．４ｍであり、西側に隣接する第

２調査区の同一面よりもやや低い地形面と言える。

他地区で畝の間に形成されていた溝と類似する溝が

第３調査区の西端に１条開削されるのみで、それよ

り以東に連続しないことを確認した。前述したとお

り、畝の有無が直ちに畠の有無を示すものではない

ことから、当該遺構面における畠の範囲は、今回の

調査では特定できないということになる。

第三遺構面　Ⅴ層上面に相当し、平面的な調査を

行ったのが第３調査区にほぼ限定できるため、これ

より上位の遺構面よりも平面的な情報に乏しい。第

三遺構面上面の標高値は、第１調査区東側と第３調

査区西側でほぼ等しい約８．２ｍであるが、部分的

に見ると若干の高低差は認められる。平面的に調査

した第３調査区では、南北方向の溝を１条検出した

のみであり、第１調査区北東側で行った部分的な調

査においても遺構を検出できなかったことを踏まえ

ると、密に遺構が形成された遺構面とは考えにくい。

第四遺構面　Ⅵ層上面に相当し、平面的な調査を

行ったのは第３調査区のみである。部分的な断割り

調査を実施した第１調査区北西端では、Ⅵ層上面の

標高値が約７．９ｍ、東側の第３調査区西側では約

８．０ｍ、同調査区東端で約８．１ｍであり、大きな

高低差はない。平面的に調査した第３調査区では合

計３基の遺構を検出したが、第四遺構面も遺構の分

布密度が低い遺構面と考えられる。

　以上、４面の遺構面の状況を整理した。今回の調

査は、遺跡の主要な遺構面となる第一・二遺構面を

全ての調査区で調査し、第三・四遺構面については

調査の過程で遺構の検出が見込まれた第３調査区の

み調査し、かつ双方の遺構面の高低差が１０㎝程度

であったため、第四遺構面の高さに併せて２つの遺

構面を調査した。

（３）各遺構面の遺構・遺物

ａ　第一遺構面の遺構・遺物（第９～２５図）

　第一遺構面は、主に集落として土地利用された遺

構面と評価できる。第一遺構面の遺構を検出した範

囲は、第１・２調査区のみである。検出したのは、

掘立柱建物・土坑・井戸・溝・性格不明遺構である。

第一遺構面の検出遺構は、第１・２調査区東端に開

削されたＳＤ２０以西に分布しており、南側隣接地

の調査成果も踏まえると、東側をＳＤ２０に区画さ

れた範囲が本集落の居住域と推定できる。

１）掘立柱建物

ＳＢ０１（第１３図）

　第１調査区の北端で検出した掘立柱建物である。

北部は調査区外に伸びるため全形は不明である。平

面プランは桁行３間 ( ８．１ｍ )、梁行１間 ( １．

８ｍ ) ないし１間以上、床面積１４．６㎡以上を測

り、建物主軸は東西棟のＥ－１２°－Ｓに復元し

た。これは条里地割にほぼ合致する。未調査部分が

あるため、構成する柱穴の特定に検討の余地を残す
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第 11 図	 第２調査区　第一遺構面　平面図（１／１５０）
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が、現状での柱間は、桁行２．１５～３．０５ｍと一

定しない。梁行の柱間は０．５ｍ前後と短い。ＳＰ

０１９・�ＳＰ０５３では礎盤石風の根石と柱痕を

確認した。ＳＰ００２・ＳＰ０４６には柱の横部を

止める根石が見られる。

　遺物は、ＳＰ１４から不明鉄製品（１）が出土し

た。出土遺物より詳細な時期を特定できないが、建

物の方位・埋土や、周辺遺構との関係等を踏まえる

と、中世末～近世初頭に位置付けるのが妥当と思わ

れる。

ＳＢ０２（第１４図）

　第１調査区の中央で検出した側柱建物である。建

物主軸は南北棟のＥ－１１°－Ｓで、条里地割に合

致する。平面プランは桁行３間(５．０～５．３ｍ)、

梁行１間 ( １．８～２．１ⅿ )、床面積約１１．０㎡

を測る。桁行の柱間は０．９～１．８５ｍと一定しな

い。

　遺物は須恵器細片が出土しているが、詳細な時期

は特定できない。

ＳＢ０３（第１４図）

　第１調査区の北東側で検出した側柱建物である。

建物主軸は南北棟のＥ－１４°－Ｓである。平面プ

ランは桁行３間 (３．４ｍ )、梁行１間 (１．７ⅿ )、

床面積約５．８㎡を測る。桁行の柱間は０．５５～１．

７ｍと一定しない。

　遺物は、ＳＰ１０２から橙色系の土師質土器皿

（２）が出土した。

ＳＢ０４（第１５図）

　第２調査区の中央で、ＳＢ０６と重複して検出

した掘立柱建物である。建物主軸は東西棟のＥ－

１１°－Ｓで、条里地割に合致する。平面プラン

は桁行５間 ( ９．５ｍ )、梁行２間 ( ４．１ⅿ )、建

物面積は３９．０㎡を測る。桁行の柱間は１．１～

４．０ｍと一定しない。同箇所に柱穴の重複があり、

複数建物の度重なる建て替えがあったと想定でき

る。東辺に雨落ち溝と推定するＳＤ０５、火処ＳＸ

０２・ＳＸ０１が所在する。ＳＰ１４６には柱の横

部を止める詰石が見られる。

　遺物は、柱穴から灯明皿（３）、土師質土器皿（４）

が出土した。（３）は口縁部に油灯芯痕あり。（４）

は「白色系」の色調・胎土で底部は回転ヘラ切り。

ＳＢ０５（第１６図）

　第２調査区の西側で検出した掘立柱建物である。

ＳＢ０４と東西軸を揃える。西部は調査区外に伸び
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が、現状での柱間は、桁行２．１５～３．０５ｍと一

定しない。梁行の柱間は０．５ｍ前後と短い。ＳＰ

０１９・�ＳＰ０５３では礎盤石風の根石と柱痕を

確認した。ＳＰ００２・ＳＰ０４６には柱の横部を

止める根石が見られる。

　遺物は、ＳＰ１４から不明鉄製品（１）が出土し

た。出土遺物より詳細な時期を特定できないが、建

物の方位・埋土や、周辺遺構との関係等を踏まえる

と、中世末～近世初頭に位置付けるのが妥当と思わ

れる。

ＳＢ０２（第１４図）

　第１調査区の中央で検出した側柱建物である。建

物主軸は南北棟のＥ－１１°－Ｓで、条里地割に合

致する。平面プランは桁行３間(５．０～５．３ｍ)、

梁行１間 ( １．８～２．１ⅿ )、床面積約１１．０㎡

を測る。桁行の柱間は０．９～１．８５ｍと一定しな

い。

　遺物は須恵器細片が出土しているが、詳細な時期

は特定できない。

ＳＢ０３（第１４図）

　第１調査区の北東側で検出した側柱建物である。

建物主軸は南北棟のＥ－１４°－Ｓである。平面プ

ランは桁行３間 (３．４ｍ )、梁行１間 (１．７ⅿ )、

床面積約５．８㎡を測る。桁行の柱間は０．５５～１．

７ｍと一定しない。

　遺物は、ＳＰ１０２から橙色系の土師質土器皿

（２）が出土した。

ＳＢ０４（第１５図）

　第２調査区の中央で、ＳＢ０６と重複して検出

した掘立柱建物である。建物主軸は東西棟のＥ－

１１°－Ｓで、条里地割に合致する。平面プラン

は桁行５間 ( ９．５ｍ )、梁行２間 ( ４．１ⅿ )、建

物面積は３９．０㎡を測る。桁行の柱間は１．１～

４．０ｍと一定しない。同箇所に柱穴の重複があり、

複数建物の度重なる建て替えがあったと想定でき

る。東辺に雨落ち溝と推定するＳＤ０５、火処ＳＸ

０２・ＳＸ０１が所在する。ＳＰ１４６には柱の横

部を止める詰石が見られる。

　遺物は、柱穴から灯明皿（３）、土師質土器皿（４）

が出土した。（３）は口縁部に油灯芯痕あり。（４）

は「白色系」の色調・胎土で底部は回転ヘラ切り。

ＳＢ０５（第１６図）

　第２調査区の西側で検出した掘立柱建物である。

ＳＢ０４と東西軸を揃える。西部は調査区外に伸び
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第 18 図	 ＳＡ０１・ＳＡ０２平・断面図（１／６０）及び出土遺物（１／４）
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1　2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂　（炭化物を 1% 含む）（上層）

2　N4/0 灰　粘土　（下層）

1　2.5Y6/1 黄灰　中粒砂（井戸側内埋土）

2　5G4/1 暗緑灰　中粒砂（井戸側内埋土）

3　2.5Y6/2 黄灰　細粒砂（掘り形埋土）
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図〇　第１遺構面　井戸・平面図・断面図（Ｓ＝1/40）
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第 19 図	 ＳＥ０１・ＳＥ０２平・断面図（１／４０）及び出土遺物（１／４）

東山崎・水田遺跡

３）井戸

ＳＥ０１（第１９図）　

　第１調査区中央付近に位置する井戸である。掘り

形の一部が後世の井戸に破壊されているが、遺存す

る箇所からほぼ円形を呈する掘り形と言える。長軸

は約２．２ｍ、短軸は約２．０ｍ、検出面からの深さ

は約０．６ｍである。埋土は２層に大別でき、上層（断

面図１層）は炭化物を含む暗灰黄色中粒砂、下層（断

面図２層）が灰色粘土である。下層は粘性度の高い

土層であることから井戸機能時の滞水状況を示す土

層、上層には混入物が含まれるという点から井戸の

機能停止後の人為的な埋戻しに伴う土層の可能性が

ある。底部は湧水量が増加する基本層序のⅤ層に到

達していることから、湧水を利用した井戸と考えら

れる。

　遺物は、上層から土師質土器土鍋（１０）、下層

から土師質土器皿（９）、井戸側（１２）、木片（１１）

が出土した。

ＳＥ０２（第１９図）　

　第１調査区中央やや南寄りに位置する井戸であ

る。後世に井戸の上面を削平され、かつ掘り形の一

部をＳＰ０７７によって破壊されている。掘り形は

円形で、直径は約１．０ｍ、検出面からの深さは約０．

３ｍである。埋土は３層に細別でき、さらに機能を

考慮するとそれを二大別できる。井戸側内部の土層

（断面図１・２層）と、井戸掘り形埋土（断面図３層）

である。この大別は平面的にも追認することができ、

井戸側内部の埋土を掘削すると、壁面に１０㎝程度

の自然礫と土器片（１４）が貼り付けられた状態で

出土した。井戸側内部に落ち込んだ土器片もあるこ

とから、本来は遺存したものより多く壁面に自然礫

や土器片が貼り付けられていたと考えらえる。なお、

井戸側内部の土層は中粒砂を主体としており、井戸

内部が滞水していたような粒径の小さい堆積物は認

められなかった。このことから、井戸側内部の土層

は埋戻しに伴う土層の可能性が考えられる。井戸の

底部はＳＥ０１と同様に基本層序のⅤ層に到達して

いることから、湧水を貯水する井戸と考えられる。

　遺物は、土師質土器足釜（１３）、備前焼大甕体

部片（１４）が出土した。（１３）の口縁部は内湾し、

顎部は形骸化した瘤状を呈する。底部は格子タタキ。

１７世紀前半を下限とする。

ＳＥ０３（第２０図）

　第２調査区の中央やや北寄りに位置する井戸で

ある。掘り形は南北に長い楕円形で、長軸は約１．

３５ｍ、短軸は約１．１０ｍ、検出面からの深さは

約０．５８ｍである。井戸の掘削を進める過程で土

器片が多く出土し、土器片の出土位置に併せて円形

の井戸側の平面形を検出することができた。断面図

から状況を整理すると、最下層（断面図３層）には

黄灰色シルトが約０．２５ｍの厚さで堆積する。そ

の上に、幅は約０．４５ｍ、検出面からの深さが約０．

３５ｍの範囲に暗灰黄色中粒砂（断面図１層）が井

戸側内部の土層として堆積する。その外側に、暗灰

黄色中粒砂（断面図２層）が井戸掘り形の埋土とし

て堆積する。井戸の南半を先行して半裁したためそ

の部分の状況は十分に観察できなかったが、北半の

井戸側壁面には、底部を除いてほぼ完形に接合でき

る擂鉢の破片が貼り付けられた状態で出土した。土

器片と土器片の間には異なる土器片が配置されてお

り、隙間が生じないような配慮がなされていると考

えられる。なお、井戸の最下層（断面図３層）の解

釈として井戸側を据えた際には埋没していた土層と

なるため、掘り形の掘削後に底部に置土を行ったか、

一度機能した井戸を再加工して井戸側を据えたかの

いずれかの可能性が考えられる。いずれの場合にお

いても、溜井戸として利用されたと考えられる。

　遺物は、陶器碗（１６）、備前焼大甕（２０）、土

師質土器杯（１５）、擂鉢（１９・２２）、火入（１７）、

瓦質土器擂鉢（１８）、丸瓦片（２１）が出土した。

（１５）の底部は静止糸切り。（１７）は鉢型で内外

面被熱による剥離が著しいため、火入れと考えられ

る。（２１）は、凹面布目痕と吊り紐痕が観察できる。

（１９）は片口の擂鉢で底部以外は全周する。

ＳＥ０４（第２１図）　

　第２調査区の中央北端に位置する井戸で、北側の

一部は調査区の外側に続くため、遺構の全容は不明

である。東西方向の幅は約１．８ｍ、検出面からの

深さは約１．０５ｍである。多数の自然礫を組み上

げて形成した石組みの井戸で、井戸の構造から石組

みの外側が井戸掘り形の埋土（断面図３層）、内側

が井戸側内部の土層（断面図１・２層）に分けられ

る。このうち、井戸側内部の土層は、層相の観察の

結果、上下に二大別できる。上層は暗灰黄色中粒砂（�

断面図１層）、下層は灰色シルト（断面図２層）で、

上・下層で粘性度に大きな差異がある。下層は粘性

土が高いことから、井戸機能時の滞水層と考えられ

る。上層は粘性度が低く、人為的な埋戻しに伴う土
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1　2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂　（炭化物を 1% 含む）（上層）

2　N4/0 灰　粘土　（下層）

1　2.5Y6/1 黄灰　中粒砂（井戸側内埋土）

2　5G4/1 暗緑灰　中粒砂（井戸側内埋土）

3　2.5Y6/2 黄灰　細粒砂（掘り形埋土）
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図〇　第１遺構面　井戸・平面図・断面図（Ｓ＝1/40）
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３）井戸

ＳＥ０１（第１９図）　

　第１調査区中央付近に位置する井戸である。掘り

形の一部が後世の井戸に破壊されているが、遺存す

る箇所からほぼ円形を呈する掘り形と言える。長軸

は約２．２ｍ、短軸は約２．０ｍ、検出面からの深さ

は約０．６ｍである。埋土は２層に大別でき、上層（断

面図１層）は炭化物を含む暗灰黄色中粒砂、下層（断

面図２層）が灰色粘土である。下層は粘性度の高い

土層であることから井戸機能時の滞水状況を示す土

層、上層には混入物が含まれるという点から井戸の

機能停止後の人為的な埋戻しに伴う土層の可能性が

ある。底部は湧水量が増加する基本層序のⅤ層に到

達していることから、湧水を利用した井戸と考えら

れる。

　遺物は、上層から土師質土器土鍋（１０）、下層

から土師質土器皿（９）、井戸側（１２）、木片（１１）

が出土した。

ＳＥ０２（第１９図）　

　第１調査区中央やや南寄りに位置する井戸であ

る。後世に井戸の上面を削平され、かつ掘り形の一

部をＳＰ０７７によって破壊されている。掘り形は

円形で、直径は約１．０ｍ、検出面からの深さは約０．

３ｍである。埋土は３層に細別でき、さらに機能を

考慮するとそれを二大別できる。井戸側内部の土層

（断面図１・２層）と、井戸掘り形埋土（断面図３層）

である。この大別は平面的にも追認することができ、

井戸側内部の埋土を掘削すると、壁面に１０㎝程度

の自然礫と土器片（１４）が貼り付けられた状態で

出土した。井戸側内部に落ち込んだ土器片もあるこ

とから、本来は遺存したものより多く壁面に自然礫

や土器片が貼り付けられていたと考えらえる。なお、

井戸側内部の土層は中粒砂を主体としており、井戸

内部が滞水していたような粒径の小さい堆積物は認

められなかった。このことから、井戸側内部の土層

は埋戻しに伴う土層の可能性が考えられる。井戸の

底部はＳＥ０１と同様に基本層序のⅤ層に到達して

いることから、湧水を貯水する井戸と考えられる。

　遺物は、土師質土器足釜（１３）、備前焼大甕体

部片（１４）が出土した。（１３）の口縁部は内湾し、

顎部は形骸化した瘤状を呈する。底部は格子タタキ。

１７世紀前半を下限とする。

ＳＥ０３（第２０図）

　第２調査区の中央やや北寄りに位置する井戸で

ある。掘り形は南北に長い楕円形で、長軸は約１．

３５ｍ、短軸は約１．１０ｍ、検出面からの深さは

約０．５８ｍである。井戸の掘削を進める過程で土

器片が多く出土し、土器片の出土位置に併せて円形

の井戸側の平面形を検出することができた。断面図

から状況を整理すると、最下層（断面図３層）には

黄灰色シルトが約０．２５ｍの厚さで堆積する。そ

の上に、幅は約０．４５ｍ、検出面からの深さが約０．

３５ｍの範囲に暗灰黄色中粒砂（断面図１層）が井

戸側内部の土層として堆積する。その外側に、暗灰

黄色中粒砂（断面図２層）が井戸掘り形の埋土とし

て堆積する。井戸の南半を先行して半裁したためそ

の部分の状況は十分に観察できなかったが、北半の

井戸側壁面には、底部を除いてほぼ完形に接合でき

る擂鉢の破片が貼り付けられた状態で出土した。土

器片と土器片の間には異なる土器片が配置されてお

り、隙間が生じないような配慮がなされていると考

えられる。なお、井戸の最下層（断面図３層）の解

釈として井戸側を据えた際には埋没していた土層と

なるため、掘り形の掘削後に底部に置土を行ったか、

一度機能した井戸を再加工して井戸側を据えたかの

いずれかの可能性が考えられる。いずれの場合にお

いても、溜井戸として利用されたと考えられる。

　遺物は、陶器碗（１６）、備前焼大甕（２０）、土

師質土器杯（１５）、擂鉢（１９・２２）、火入（１７）、

瓦質土器擂鉢（１８）、丸瓦片（２１）が出土した。

（１５）の底部は静止糸切り。（１７）は鉢型で内外

面被熱による剥離が著しいため、火入れと考えられ

る。（２１）は、凹面布目痕と吊り紐痕が観察できる。

（１９）は片口の擂鉢で底部以外は全周する。

ＳＥ０４（第２１図）　

　第２調査区の中央北端に位置する井戸で、北側の

一部は調査区の外側に続くため、遺構の全容は不明

である。東西方向の幅は約１．８ｍ、検出面からの

深さは約１．０５ｍである。多数の自然礫を組み上

げて形成した石組みの井戸で、井戸の構造から石組

みの外側が井戸掘り形の埋土（断面図３層）、内側

が井戸側内部の土層（断面図１・２層）に分けられ

る。このうち、井戸側内部の土層は、層相の観察の

結果、上下に二大別できる。上層は暗灰黄色中粒砂（�

断面図１層）、下層は灰色シルト（断面図２層）で、

上・下層で粘性度に大きな差異がある。下層は粘性

土が高いことから、井戸機能時の滞水層と考えられ

る。上層は粘性度が低く、人為的な埋戻しに伴う土
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1　2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂　（井戸側内埋土）

2　2.5Y5/2暗灰黄　中粒砂　（2.5Y6/2灰黄シルトを10%含む）（井戸掘り形埋土）

3　2.5Y4/1 黄灰　シルト（N4/0 灰粘土を 10％含む）（掘り形最下層）
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ＳＥ03 出土遺物実測図（S=1/4）
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第 20 図	 ＳＥ０３平・断面図（１／４０）及び出土遺物（１／４）
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層の可能性がある。ちなみに、この土層はＳＥ０１

の上層に類似する土質である。

　遺物は、土師質土器鉢（２３）、加工板（２４）

が出土した。（２４）は短冊状の板目材である。Ｘ

線写真で確認したが文字等は記されていなかった。

４）土坑

ＳＫ０１（第２２図）　

　第１調査区中央の南側に位置する土坑である。　

断面形状は擂鉢状を呈し、埋土は暗灰色中粒砂の単

層である。

　遺物は、土師質土器片が出土した。

ＳＫ０２（第２２図）

　第１調査区中央付近に位置する土坑である。掘り

形は歪な円形で、長軸は約０．９ｍ、短軸は約０．８

ｍ、検出面からの深さは約０．１ｍである。断面形

状は浅い皿状を呈し、埋土は黄灰色中粒砂の単層で

ある。

　遺物は、土師質土器片が出土した。

ＳＫ０３（第２２図）　

　第２調査区北東側に位置する土坑である。掘り形

は不整形で、長軸は約０．９５ｍ、短軸は約０．６５

ｍ、検出面からの深さは約０．１ｍである。底部に

は複数の窪みがある起伏に富んだ形状で、埋土は暗

灰黄色中粒砂の単層である。

　遺物は、出土していない。

５）柱穴・小穴（第２２図）

　第１・２調査区のほぼ全面に展開する柱穴群であ

る。柱穴数は２５０基を上回る。直径０．５～０．８

ｍの柱穴は灰黄褐色中粒砂、直径０．３ｍ以下の柱

穴は黒褐色系の埋土を基調とするが、明確な時期差

は認められない。ＳＤ２０の西側に位置するが、場

所による粗密がある。特に柱穴が集中するのは第１

調査区の北側と第２調査区南半分で、深さも０．５

ｍと深いものが多い。反対に第１調査区の南西部、

第２調査区の中央北部（ＳＥ０３・０４の周辺）で

は柱穴数・密度がやや低い。第１調査区の南西部は

柱穴の深度も数㎝と浅く、検出面の標高が８．３～

８．４ｍと他の箇所より０．１５ｍほど低いため、上

部は後世に削平されたと考えられる。直線的に柱穴

が並ぶ箇所を数箇所認めるが、建物の復元には至っ

ていない。

　遺物は、第２２図に示すように各柱穴から出土し
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ＳＤ０３（第１０図）

　第１調査区中央北寄りで検出した溝である。溝

の上面は後世に削平されている。検出長は約２．８

ｍ、幅は約０．４ｍ、検出面からの深さは約０．１４

ｍ、断面形状は浅い皿状を呈する。掘削方位はＮ－

１３°－Ｅである。

　遺物は、出土していない。

ＳＤ０４（第２３図）

　第１調査区中央南寄りで検出した溝である。検出

長は約１．２ｍ、幅は約０．２５ｍ、検出面からの深

さは約０．０５ｍ、底部には複数の窪みがある。

　遺物は、土師質土器皿（４４）が出土した。

ＳＤ０５（第２３図）

　第２調査区東側で検出した南北方向の溝である。

検出長は約５．２ｍ、幅は約０．４５ｍ、検出面から

の深さは約０．１５ｍ、断面形状は浅いＵ字状を呈

し、底面に起伏がある。掘削方位はＮ－１４°－Ｅ

である。埋土は黄灰色系のブロック土を含む灰黄褐

色中粒砂の単層である。柱穴と同質の埋土である事

から、柱穴群と同時期と考えられる。

　遺物は、土師質土器皿（４５）、土鍋（４６）が

出土した。

ＳＤ０６（第２３図）

　第２調査区西側で検出した南北方向の溝で、調査

区外に延伸するが第 1調査区までは続かない。検出

長は約１１．０ｍ、幅は約０．３２ｍ、検出面からの

深さは約０．１２ｍ、断面形状はＵ字状を呈する。

掘削方位はＮ－１４°－Ｅである。埋土は褐色粗砂

の単層である。ＳＢ０４の東側に位置しており、雨

落溝と考えられる。

　遺物は出土していないが、周りの柱穴群に破壊さ

れるので、それよりも古い時期の遺構と考えられる。

ＳＤ２０（第２４図）

　第１調査区及び第２調査区の東側で検出した南北

方向の溝である。双方の調査区で別々に検出した溝

が延伸方向に位置することと埋土が共通することか

ら同一の溝と言える。いずれの調査区でも上面を

後世に削平されており、溝の掘り込み面はいくらか

下がっているものと考えられる。ＳＤ２０の検出長

は２つの調査区分の合計で約１７．１ｍ、幅は約１．

７５ｍ、検出面からの深さは約０．６０ｍ、断面形

状はＵ字状を呈する。掘削方位はＮ－１０°－Ｅで

ある。第２調査区のＳＤ２０付近は後世の削平が第

１調査区よりも深く、上面の削平度合いが高いため、

第１調査区の断面を用いて埋没状況を整理する。

　第１・２調査区の断面観察を踏まえると、ＳＤ

２０の埋土は少なくとも大別二単位に分けることが

でき、結論的には掘り直しを行っていたと評価した。

上の単位から順に上層、下層とする。上層は、最終

の埋没単位となる二層に細別できる土層で、粗砂混

じり粘土（断面図１・２層）を主体とする土層である。

特に細別層には植物遺体が多く含まれていた。下層
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1　2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂
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4　5GY5/1 オリーブ灰　粘土　　　
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ている。土師質土器はすべて皿で外傾度が高く、端

部外端面に面を持つものがある。ＳＰ２０３から青

磁碗の口縁部（３９）が出土した。口縁端部が丸み

を持ち外反する。陰刻あり。上田分類Ｄ－Ⅱ類。Ｓ

Ｐ１１１から肥前系磁器碗（４０）が出土した。

６）溝

ＳＤ０１（第１０図）

　第１調査区中央北寄りで検出した溝である。掘り

形の一部を後世のピットに破壊される。検出長は約

３．６ｍ、幅は約０．２ｍ、検出面からの深さは約０．

０８ｍ、断面形状は浅い皿状を呈する。掘削方位は

Ｎ－１２°－Ｅである。

　遺物は、出土していない。

ＳＤ０２（第１０図）

　第１調査区中央北寄りで検出した溝である。掘り

形の一部を後世のピットに破壊される。検出長は約

２．５ｍ、幅は約０．２４ｍ、検出面からの深さは約

０．０５ｍ、断面形状は浅い皿状を呈する。掘削方

位はＮ－１５°－Ｅである。

　遺物は、出土していない。
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ＳＤ０３（第１０図）

　第１調査区中央北寄りで検出した溝である。溝

の上面は後世に削平されている。検出長は約２．８

ｍ、幅は約０．４ｍ、検出面からの深さは約０．１４

ｍ、断面形状は浅い皿状を呈する。掘削方位はＮ－

１３°－Ｅである。

　遺物は、出土していない。

ＳＤ０４（第２３図）

　第１調査区中央南寄りで検出した溝である。検出

長は約１．２ｍ、幅は約０．２５ｍ、検出面からの深

さは約０．０５ｍ、底部には複数の窪みがある。

　遺物は、土師質土器皿（４４）が出土した。

ＳＤ０５（第２３図）

　第２調査区東側で検出した南北方向の溝である。

検出長は約５．２ｍ、幅は約０．４５ｍ、検出面から

の深さは約０．１５ｍ、断面形状は浅いＵ字状を呈

し、底面に起伏がある。掘削方位はＮ－１４°－Ｅ

である。埋土は黄灰色系のブロック土を含む灰黄褐

色中粒砂の単層である。柱穴と同質の埋土である事

から、柱穴群と同時期と考えられる。

　遺物は、土師質土器皿（４５）、土鍋（４６）が

出土した。

ＳＤ０６（第２３図）

　第２調査区西側で検出した南北方向の溝で、調査

区外に延伸するが第 1調査区までは続かない。検出

長は約１１．０ｍ、幅は約０．３２ｍ、検出面からの

深さは約０．１２ｍ、断面形状はＵ字状を呈する。

掘削方位はＮ－１４°－Ｅである。埋土は褐色粗砂

の単層である。ＳＢ０４の東側に位置しており、雨

落溝と考えられる。

　遺物は出土していないが、周りの柱穴群に破壊さ

れるので、それよりも古い時期の遺構と考えられる。

ＳＤ２０（第２４図）

　第１調査区及び第２調査区の東側で検出した南北

方向の溝である。双方の調査区で別々に検出した溝

が延伸方向に位置することと埋土が共通することか

ら同一の溝と言える。いずれの調査区でも上面を

後世に削平されており、溝の掘り込み面はいくらか

下がっているものと考えられる。ＳＤ２０の検出長

は２つの調査区分の合計で約１７．１ｍ、幅は約１．

７５ｍ、検出面からの深さは約０．６０ｍ、断面形

状はＵ字状を呈する。掘削方位はＮ－１０°－Ｅで

ある。第２調査区のＳＤ２０付近は後世の削平が第

１調査区よりも深く、上面の削平度合いが高いため、

第１調査区の断面を用いて埋没状況を整理する。

　第１・２調査区の断面観察を踏まえると、ＳＤ

２０の埋土は少なくとも大別二単位に分けることが

でき、結論的には掘り直しを行っていたと評価した。

上の単位から順に上層、下層とする。上層は、最終

の埋没単位となる二層に細別できる土層で、粗砂混

じり粘土（断面図１・２層）を主体とする土層である。

特に細別層には植物遺体が多く含まれていた。下層
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は、主に中粒砂や粗砂を中心に構成された土層（断

面図３～７層）である。第１調査区の断面観察では

下層の単位が切り込む土層（断面図８・９層）を確

認しており部分的に掘り直しを行っている可能性は

あるが、これ以外の箇所で同じ状況は観察できな

かった。双方の大別層の前後関係から、下層が堆積

した後に掘り直され最終的に堆積したのが上層と考

えられる。また、層相の観察から、下層は一定の流

水があったこと、上層は静隠な状況で埋没していっ

たことが推定できる。いずれにしても、ＳＤ２０は

流水があった溝として機能したと言える。

　ＳＤ２０の機能としては、これより東側で集落に

伴う遺構が認められなかったことから、集落の東側

を区画する目的で掘削されたと考えられる。なおか

つ、溝の掘り直しを少なくとも１回行っていること

から、一定期間管理された溝と位置付けることがで

きる。

　遺物は、土師質土器皿（４７・４８・５２・

５９）、杯（４９・５０・５１）、擂鉢（６１）、足釜（５７・

５８・６２）、鍋（５６）、陶器擂鉢（５５）、陶器

碗（５３）、肥前系陶器瓶（５４）、白磁碗ないしは

肥前磁器（６０）、不明石製品（６３）が出土した。

土師質土器皿・杯は確認できるものはすべて回転ヘ

ラ切りによる。

　上層からは４７～５８が出土した。（４８）は灯

明皿で内外面にタール状の灯芯油痕が付着してい

る。（５５）は備前焼擂鉢で、乗岡編年中世４期(１５

ｃ前葉 )に比定される。（５３）は、肥前系陶器（唐

津）の青磁釉。全体的に器壁が厚く、端部も厚みを

減じない。（５４）は肥前系陶器瓶。鉄分の多い胎

土に白化粧土の刷毛目文。畳付け露胎。碁笥底高台。

（高松城編年様相５～：１８世紀前半）。下層からは

５９～６３が出土した。（５９）は底部回転ヘラ切

りの土師質土器皿である。（６０）は、白磁碗ない

しは肥前磁器の底部である。内面見込み部に重ね焼

き目痕。高台畳付け露胎。（６２）の足釜は、顎部

が形骸化しており、中世末～高松城編年様相１・２

（～１７世紀前半）。（６３）は砂岩製で器種は不明

である。上面は擦痕。

　ＳＤ２０の埋没時期は、上層出土遺物（５３・

５４）より１８世紀前半まで下ると考えられる。

７）性格不明遺構

ＳＸ０１（第２５図）

　第２調査区西側ＳＢ０４の南西隅付近に位置す

る。掘り形はほぼ円形で、長軸は約０．３ｍ、短軸

は約０．２５ｍ、検出面からの深さは約０．２６ｍで

ある。埋土は上面に炭化物や炭を多く含み、火処と

想定できる。ＳＸ０1 の上層からは、土師質土器釜

（６５）、砥石（６６）、石製品（６７）がまとまっ

て出土し、いずれも被熱している。下層から土師質

土器皿（６４）が出土した。（６５）はほぼ完形で

肩部に円孔、底部に格子タタキを施す。内外面とも

に強い被熱を受けている。（６６）は、緻密な流紋

岩製の砥石で短冊形を呈す。長側縁の側面には、成

形時の鋸痕と思われる線状痕が認められる。２面使

用され、片面に溝状の線刻がある。「仕上げ砥」と

して用いられたと考えられる。（６７）は由良石で

ブロック状である。

ＳＸ０２（第２５図）

　第２調査区中央ＳＢ０４とＳＢ０６内に位置す

る。掘り形は直径約０．６ｍのほぼ円形で、検出面

からの深さは約０．１ｍである。上面に炭化物や炭

を多く含み、火処と想定できる。

　遺物は、細片のため図化できなかったが、微細な

鉄片と土師質土器片が出土した。

ＳＸ０３（第２５図）

　第２調査区南東側に位置する。２基の遺構と重複

しており、平面・断面の所見で前後関係を整理する

と、ＳＸ０３の前にＳＰ２５０が形成され、ＳＸ

０３の埋没後にＳＰ２４７が形成される。ＳＸ０３

の掘り形は東西に長い楕円形で、長軸は約１．３５

ｍ、短軸は約１．１５ｍ、検出面からの深さは約０．

１ｍである。後世の遺構によって一部を破壊されて

いるため観察所見によるが、断面形状は浅い皿状を

呈し、埋土は特に上層に焼土塊と炭化物を含む黒色

系統の土層が堆積する。

　遺物は、出土していない。

ｂ　第二遺構面の遺構・遺物（第２６・２７・２９図）

　第二遺構面は、主に畠が形成された生産域と考え

られる遺構面である。第１・２調査区と第３調査区

西端の一部において、南北方向の畝とその間に形成

された畝間溝を複数条検出した。畝の形状から、本

遺構面は畝立てされた畠が洪水によって被覆された

状態を検出したものと言える。全ての調査区におい

て、第二遺構面の基盤となるのはⅢ層であるが、特

に第１・２調査区を中心に南北方向に長軸を有する
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第Ⅲ章　調査成果
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1

2

3

4

2.5Y4/1 黄灰　シルト

7.5Y4/1 灰　シルト

5GY5/1 オリーブ灰　極細粒砂

10GY5/1 緑灰　中粒砂

1　2.5Y4/1 黄灰　　　粗砂まじり粘土

2　5GY4/1 暗ｵﾘｰﾌﾞ灰　粗砂まじり粘土

　 底に植物遺体を多く含む

3　2.5Y5/2 暗灰黄　　中粒砂～粗砂

4　2.5Y5/2 暗灰黄　　粗砂

5　2.5Y5/3 黄褐　　　粗砂まじり粘土

6　2.5Y4/2 暗灰黄　　粘土質

7　2.5Y4/2 暗灰黄　　粗砂（Fe）

8　2.5Y4/2 暗灰黄　　粗砂まじり中粒砂

9　2.5Y4/3ｵﾘｰﾌﾞ褐　　中粒砂～粗砂

第 1調査区

第２調査区

【ＳＤ２０】

0 1ｍ（S=1 ／ 40）

T.P.+8.5m
W E

T.P.+8.0m
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W E

T.P.+8.0m

9
3
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1
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2

4 6

7

1

23

4
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上層

下層

上層

下層

57

53
（肥前）

60
（白磁）

54
（肥前）

55
（備前）

48

47

59

50

51

49

52

62

56

63

58

61

灯芯油痕

上層

下層

47-58　 上層

59-63　 下層

0 10cm

（土器・石製品 S=1/4）

第 24 図	 ＳＤ２０断面図（１／４０）及び出土遺物（１／４）



第Ⅲ章　調査成果

畝で構成された畠としての土地利用があったことが

分かる。

　検出した畝は、幅１．０ｍ～１．５ｍ程度と均一で

はない。後述する畝間溝の底部から検出した畝頂部

までの高さは、若干の削平はあると考えられるが０．

２ｍ程度である。

　畝間溝は、第１調査区で１３条、第２調査区で

１１条、第３調査区で１条を検出した。畝間溝の掘

削方位はＮ－１０°－Ｅである。南北に約１５ｍ離

れた第１・２調査区双方の畝間溝を比較すると、掘

削方位も概ね等しく、第２調査区の各畝間溝の北側

延長線上に第１調査区の各畝間溝が位置している。

このことから、第１・２調査区の畝間溝は同じ畠に

伴う同一の畝間溝の可能性が高いと考える。これら

の畝間溝は、第３調査区西端の１条を東限として、

それより東へは連続しない。後世に削平された可能

性も想定したが、西に隣接する第２調査区の畝間溝

の底部の深度を考慮すると、実際に開削されていれ

ば十分に遺存する高さと考えられるため、第３調査

区西端以東に畝立てされた状態の畠は連続していな

かったと言える（第２９図）。なお、畝立てされた

状態の畠の西側の範囲についても、第１・２調査区

西端まで畝間溝が連続していることから、少なくと

も第１・２調査区よりも西へは同じ状態の畠が連続

していたことまでは言える。

　畝間溝の芯々間の距離は２．０～２．５ｍ程度であ

り、必ずしも間隔が均一とは言えない。ただし、極

端に間隔が開く箇所は見られず、その点から異なる

畠の単位を抽出することはできなかった。畝間溝の

幅は地点によって幅に差異があるが、０．５～１．４

ｍ程度である。第１調査区では、畝間溝が南と北に

それぞれ延伸するが、第２調査区南西側の一部では

畝間溝が一度途切れている箇所がある。この形状か

ら、南北方向については第２調査区南端付近で畠の

小単位が一度終わる可能性がある。

　次に、畠に関連した土層について記載する。ま

ず、畠を構成する耕作土であるⅢ層は、遺構面が露

出した範囲の表層部では層相に大きな変化は見られ

なかった（第２９図）。加えて、断ち割り調査等で

の観察から、耕作土はしまりの良い状態と言える。

断面の観察によれば、大半の箇所は耕作土として攪

拌されたことによる不規則なマトリクスからなる土

層のようには観察できなかった。ただし、第１調査

区北東側のＳＤ２０付近で行った断ち割り調査範

囲（東西に７．５ｍの範囲）においては、他の地点

でⅢ層表層部に堆積する土層の上に砂系の堆積物を

含むⅢ層の細別層位を確認した（第６図２０・２１

層）。氾濫等による豊富な土砂供給を考えると、こ

の細別層に含まれる砂も氾濫堆積物に由来すると考

えられるが、部分的に畝を復旧した痕跡になる可能

性も想定しておくべきかもしれない。Ⅲ層から出土

した遺物はごく少量であるが、土師質土器甕の口縁

部（７５）、白磁碗の底部（７３）、細片だが瓦器椀

の口縁部（７４）が出土し、帰属時期は１２世紀か

ら１４世紀中頃の可能性がある。

　畝及び畝間溝は、基本的にはⅡ層の洪水砂で被覆

されていた場合が大半を占めるが、第２調査区の一

部の畝間溝の底部に数㎝の厚さで、それとはやや土

質の異なる砂系の堆積物がⅡ層の下位に認められ

た。これをⅡ層の細分層と考えることも可能かもし

れないが、あるいは畠が機能した際の畝間溝内部に

堆積した土層となる可能性も想定しておく必要があ

るだろう。例えば、畝間溝に若干の流水があった可

能性や、雨水によって畝から砂が流れ込んだ可能性

等である。この点は畝間溝の機能にも関わる重要な

点と考えられるため、今後の類例を待って検討すべ

きと言える。

　第二遺構面の畠は、いわゆる「洪水砂（Ⅱ層）」

で被覆されていたが、その上位の第一遺構面に集落

遺構が形成されているから、最終的に畠は畝立てさ

れた状態で洪水の被害を受け、そのまま放棄された

と言える。畠を被覆する洪水砂（Ⅱ層）は、砂系の

堆積物であるが極端に粒径の大きい堆積物はほとん

ど含まれず、中粒砂以下の小さい粒径の堆積物で構

成されていた。第二遺構面の遺存状態が良好である

ことを踏まえると、畠の平面を極端に破壊するよう

な洪水による水流の被害を受けたというよりも、や

や離れた位置に所在した自然流路の氾濫時に増水

し、その際に畠はⅡ層で被覆された可能性が高いと

考えられる。

ＳＤ０７・０８・０９（第３０図）

　第３調査区の西側で検出した東西方向に並走する

溝で、幅は０．４、０．７、１．２ｍ、遺構面からの

深さは０．０６～０．３５ｍである。いずれもⅡ層に

被覆された状態で検出した。掘削方位はＮ－９５°

－Ｅである。埋土は灰色の中粒砂混じりシルトを主

体とする。ＳＤ０８・０９は特に溝の掘り形がグラ

イ化している。部分的な検出にとどまっているため
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東山崎・水田遺跡
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1　5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒　中粒砂　炭化物・焼土塊含む (SP247 埋土 )

2　5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒　中粒砂 (SP247 埋土 )

3　5Y4/1 灰　中粒砂

4　5Y2/1 黒　中粒砂混じりシルト　炭化物・焼土塊

5　7.5Y3/ｵﾘｰﾌﾞ黒　中粒砂

1

2

5

4

3

＜ＳＸ０３＞＜ＳＸ０２＞

＜ＳＸ０１＞

【Ｓ✕０３】【Ｓ✕０２】

【Ｓ✕０１】

0 1ｍ
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（S=1 ／ 40） 0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

x=144483

y=54756

1

2

3

4

5

2.5Y2/1 黒

2.5Y4/2 暗灰黄

2.5Y4/3ｵﾘｰﾌﾞ褐

2.5Y4/2 暗灰黄

2.5Y6/2 灰黄

中粒砂

中粒砂

粗砂

粗砂～中粒砂

中粒砂

（炭化物ベタ層）

（炭化物粒含む）

（土師質土器皿含む）

（炭化物粒含む）

（SP251 埋土）

T.P.+8.5m
W E

T.P.+8.5m
S N

T.P.+8.5m
N S

x=144487

y=54753

x=
14
44
87

y=54
744

1
2 3

4

5

1　N1.5/0 黒　シルト　（炭化物を 50% 含む）

2　2.5Y5/1 黄灰　中粒砂

　（2.5Y6/3 にぶい黄シルト含む）

3　2.5Y6/2 灰黄　中粒砂

1　N1.5/0 黒　シルト　（炭化物を 50% 含む）

2　2.5Y5/1 黄灰　中粒砂

　（2.5Y6/3 にぶい黄シルト含む）

3　2.5Y6/2 灰黄　中粒砂

1
23

SP250

SP247

65

66

67

64

65 67

66 

0 10cm

（土器・石製品　S=1/4）

第 25 図	 ＳＸ０１・ＳＸ０２・ＳＸ０３平・断面図（１／４０）及び出土遺物（１／４）



第Ⅲ章　調査成果

畝で構成された畠としての土地利用があったことが

分かる。

　検出した畝は、幅１．０ｍ～１．５ｍ程度と均一で

はない。後述する畝間溝の底部から検出した畝頂部

までの高さは、若干の削平はあると考えられるが０．

２ｍ程度である。

　畝間溝は、第１調査区で１３条、第２調査区で

１１条、第３調査区で１条を検出した。畝間溝の掘

削方位はＮ－１０°－Ｅである。南北に約１５ｍ離

れた第１・２調査区双方の畝間溝を比較すると、掘

削方位も概ね等しく、第２調査区の各畝間溝の北側

延長線上に第１調査区の各畝間溝が位置している。

このことから、第１・２調査区の畝間溝は同じ畠に

伴う同一の畝間溝の可能性が高いと考える。これら

の畝間溝は、第３調査区西端の１条を東限として、

それより東へは連続しない。後世に削平された可能

性も想定したが、西に隣接する第２調査区の畝間溝

の底部の深度を考慮すると、実際に開削されていれ

ば十分に遺存する高さと考えられるため、第３調査

区西端以東に畝立てされた状態の畠は連続していな

かったと言える（第２９図）。なお、畝立てされた

状態の畠の西側の範囲についても、第１・２調査区

西端まで畝間溝が連続していることから、少なくと

も第１・２調査区よりも西へは同じ状態の畠が連続

していたことまでは言える。

　畝間溝の芯々間の距離は２．０～２．５ｍ程度であ

り、必ずしも間隔が均一とは言えない。ただし、極

端に間隔が開く箇所は見られず、その点から異なる

畠の単位を抽出することはできなかった。畝間溝の

幅は地点によって幅に差異があるが、０．５～１．４

ｍ程度である。第１調査区では、畝間溝が南と北に

それぞれ延伸するが、第２調査区南西側の一部では

畝間溝が一度途切れている箇所がある。この形状か

ら、南北方向については第２調査区南端付近で畠の

小単位が一度終わる可能性がある。

　次に、畠に関連した土層について記載する。ま

ず、畠を構成する耕作土であるⅢ層は、遺構面が露

出した範囲の表層部では層相に大きな変化は見られ

なかった（第２９図）。加えて、断ち割り調査等で

の観察から、耕作土はしまりの良い状態と言える。

断面の観察によれば、大半の箇所は耕作土として攪

拌されたことによる不規則なマトリクスからなる土

層のようには観察できなかった。ただし、第１調査

区北東側のＳＤ２０付近で行った断ち割り調査範

囲（東西に７．５ｍの範囲）においては、他の地点

でⅢ層表層部に堆積する土層の上に砂系の堆積物を

含むⅢ層の細別層位を確認した（第６図２０・２１

層）。氾濫等による豊富な土砂供給を考えると、こ

の細別層に含まれる砂も氾濫堆積物に由来すると考

えられるが、部分的に畝を復旧した痕跡になる可能

性も想定しておくべきかもしれない。Ⅲ層から出土

した遺物はごく少量であるが、土師質土器甕の口縁

部（７５）、白磁碗の底部（７３）、細片だが瓦器椀

の口縁部（７４）が出土し、帰属時期は１２世紀か

ら１４世紀中頃の可能性がある。

　畝及び畝間溝は、基本的にはⅡ層の洪水砂で被覆

されていた場合が大半を占めるが、第２調査区の一

部の畝間溝の底部に数㎝の厚さで、それとはやや土

質の異なる砂系の堆積物がⅡ層の下位に認められ

た。これをⅡ層の細分層と考えることも可能かもし

れないが、あるいは畠が機能した際の畝間溝内部に

堆積した土層となる可能性も想定しておく必要があ

るだろう。例えば、畝間溝に若干の流水があった可

能性や、雨水によって畝から砂が流れ込んだ可能性

等である。この点は畝間溝の機能にも関わる重要な

点と考えられるため、今後の類例を待って検討すべ

きと言える。

　第二遺構面の畠は、いわゆる「洪水砂（Ⅱ層）」

で被覆されていたが、その上位の第一遺構面に集落

遺構が形成されているから、最終的に畠は畝立てさ

れた状態で洪水の被害を受け、そのまま放棄された

と言える。畠を被覆する洪水砂（Ⅱ層）は、砂系の

堆積物であるが極端に粒径の大きい堆積物はほとん

ど含まれず、中粒砂以下の小さい粒径の堆積物で構

成されていた。第二遺構面の遺存状態が良好である

ことを踏まえると、畠の平面を極端に破壊するよう

な洪水による水流の被害を受けたというよりも、や

や離れた位置に所在した自然流路の氾濫時に増水

し、その際に畠はⅡ層で被覆された可能性が高いと

考えられる。

ＳＤ０７・０８・０９（第３０図）

　第３調査区の西側で検出した東西方向に並走する

溝で、幅は０．４、０．７、１．２ｍ、遺構面からの

深さは０．０６～０．３５ｍである。いずれもⅡ層に

被覆された状態で検出した。掘削方位はＮ－９５°

－Ｅである。埋土は灰色の中粒砂混じりシルトを主

体とする。ＳＤ０８・０９は特に溝の掘り形がグラ

イ化している。部分的な検出にとどまっているため
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1　5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒　中粒砂　炭化物・焼土塊含む (SP247 埋土 )

2　5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒　中粒砂 (SP247 埋土 )

3　5Y4/1 灰　中粒砂
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第 25 図	 ＳＸ０１・ＳＸ０２・ＳＸ０３平・断面図（１／４０）及び出土遺物（１／４）
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畠に関連する遺構であるか否かは不明であり、その

機能については明らかにできなかった。

　遺物はＳＤ０８から須恵器片・土師器片が出土し

た。

ｃ　第三遺構面の遺構・遺物（第２８図）

　広範囲にわたって第三遺構面を調査したのは第３

調査区のみである。検出したのはＳＤ２１の１条で

ある。第３調査区の状況を見る限りは、第三遺構面

の遺構密度は低いものと考えられる。

ＳＤ２１（第２８・３０図）

　第３調査区の西側で検出した南北方向の溝で、幅

は１．０～１．４ｍ、遺構面からの深さは０．４５ｍ

である。掘削方位はＮ－１１°－Ｅである。埋土は

上・下層に二大別できる。上層は中粒砂や極細粒砂

からなる砂系の土層、下層は粘土を主体とする土層

である。堆積状況からは、溝が機能していた段階に

滞水するような時期があったと考えられる。

　遺物は、サヌカイト製のスクレイパー（６８）が

出土した。上端面に敲打痕が多数ある。全体的に摩

滅している。混入品と考えられる。
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1　2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂

2　2.5Y6/1 黄灰　中粒砂

3　2.5Y7/3 浅黄　極細粒砂

4　5GY5/1 オリーブ灰　粘土　　　

1　2.5Y5/1 黄灰　中粒砂

　(2.5Y�6/4 にぶい黄中粒砂を 7% 含む )
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【ＳＤ０６】

【ＳＤ２１】

【ＳＤ０８】【ＳＤ０９】 【ＳＤ０７】

図〇　第１・2・3遺構面　溝平面図・断面図（Ｓ＝1/40）
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第 30 図	 ＳＤ０７・ＳＤ０８・ＳＤ０９・ＳＤ２１平・断面図（１／４０）及び出土遺物（１／２）



第Ⅲ章　調査成果

ｄ　第四遺構面の遺構・遺物（第２８図）

　第三遺構面と同様に、広範囲を調査したのは第３調

査区のみである。調査した範囲では土坑を１基、ピッ

トを２基検出した。第３調査区の状況を見る限りは、

第四遺構面も遺構の希薄な遺構面と考えられる。なお、

確認した２基のピットは調査区壁面のみで確認できた

ものであり、いずれも直径と深さは０．２ｍ未満であ

る。

ＳＫ０５（第３１図）

　第３調査区の南東側に位置する土坑である。掘り形

は円形で、直径は約１．２ｍ、検出面からの深さは約０．

２ｍである。埋土は２層に分かれ、いずれも中粒砂を

主体とする土層である。

　遺物は、出土していない。

e			基本土層出土遺物（第３２図）

　重機掘削中や、遺構検出中に出土した。Ⅰ層からは、

近世の陶器灯明受皿（６９）、肥前系陶器碗の底部

（７０）が出土した。Ⅱ層からは、土師質土器杯（７１）、

須恵器蓋（７２）が出土した。洪水砂からの出土のた

め時期は判別し難い。Ⅲ層からは、瓦器口縁部片（７４）

が出土した。１２世紀～１４世紀中頃としておく。Ⅴ

層からは、１０～１２世紀頃の十瓶山産須恵器鉢の口

縁部（７６）が出土した。Ⅵ層からは、土師質土器杯

（７７）、須恵器杯（７８・７９）、須恵器壺底部（８０）

が出土した。８世紀以降の遺物を含む。Ⅲ層以下の堆

積に含まれる遺物は摩滅が著しいため、当地域が河川

の氾濫等により不安定な時期に供給された遺物であろ

う。
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【ＳＫ０５】

図〇　　SP出土遺物実測図（Ｓ＝1/4）
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第 32 図	 基本土層出土遺物（１／４・１／２）

第 31 図	 ＳＫ０５平・断面図（１／４０）



第Ⅲ章　調査成果

　本調査地における耕作関連遺構に関連した調査成

果を整理するが、ここでの検討対象は平面及び断面

で畝等の遺構を確認した第二遺構面である。要点は

以下のとおりである。

①�中世末に形成された集落の下層で、ほぼ南北一

方向の畝及び畝間溝を複数条検出した。遺構の

形状から、畝立てされた畠を検出したと言える。

②�畝立てされた畠の範囲について、西限は第１・

２調査区よりも西側にあり、調査した範囲では

明らかにできなかった。東限は第３調査区西端

付近である。ただし、耕作土は東へ連続するた

め、畠そのものはこれより東へ連続する可能性

もある。

③�畝を形成する基本層序Ⅲ層からは、１２～１４

世紀代の遺物が出土した。

④畝の幅は１．０ｍ～１．５ｍ程度、畝間溝底部か

ら畝頂部までの高さは０．２ｍ程度、畝間溝の

芯々間の距離は２．０～２．５ｍ程度で、畝間溝

の間隔は不規則である。

⑤�第１調査区の一部の畝表層部で、部分的に畝を

復旧した可能性のある痕跡を確認した（写真

１）。

⑥�一部の畝間溝底部で、上位の氾濫堆積物とはや

や粒径の異なる砂系の堆積物が認められた（写

真２・３）。

⑦�畝立てされた畠は洪水砂によって被覆されてい

ることから、畠として機能していた段階で洪水

等の被害を受け、耕作地として放棄された。そ

の後、その上に居住域が形成された。

　以上が今回の調査で確認した耕作関連遺構の要点

である。今回の調査成果のみでどのような農作物の

栽培が行われていたのかを推定することは困難であ

るが、上記のうち留意しておきたい点を挙げるとす

れば、次の２点がある。第１点が畝の幅について、

第２点が畝間溝底部の堆積物についてである。

　第１点について、同一の生産域内での具体的な耕

作行為の推定に資する情報の一つと考える。例えば、

畝の間隔が不規則である点や畝の間隔が均等でない
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写真１　第１調査区	畝表層部の復旧された可能性のある痕跡

写真２　第２調査区	畝間溝断面①

写真３　第２調査区	畝間溝断面②

洪水砂

洪水砂 洪水砂

洪水砂 Ⅲ層

復旧された痕跡？洪水砂

東山崎・水田遺跡

第Ⅳ章　総括

第１節　検出遺構・遺物について

　今回の調査で、合計４面の遺構面を平面的に調査

した。第一遺構面は集落に関わる遺構、第二遺構面

は生産域に関わる遺構、第三・四遺構面は溝・土坑

等の遺構を検出した遺構面である。

　第一遺構面では掘立柱建物跡、土坑、井戸、溝な

どの遺構を検出した。第一遺構面の遺構は、第１・

２調査区を中心に分布しており、南側に位置する第

２調査区の方が第１調査区よりも遺構密度は高い。

第１・２調査区の東側には、南北方向に直線的に開

削されたＳＤ２０が配置されており、それより西側

に建物等の遺構が分布している。掘立柱建物跡は、

検出した柱穴の配置等を根拠に複数棟を復元した

が、構築方位は概ね２パターン認められる。これら

の構築方位から、少なくとも２時期の建物の変遷が

あることを推定するが、いずれの建物についても柱

穴から出土した遺物が少量であるため、出土遺物か

ら建物の変遷を具体的に説明しうる状況ではない。

建物の周囲には井戸が複数認められたが、第１・２

調査区ともに調査区の東半に位置する傾向があっ

た。いずれの井戸も掘削深度は比較的浅く、当地の

地下水位が高い点と相関しているものと推定する。

遺構を隔てるＳＤ２０については、断面の観察から、

溝が機能した段階に滞水していたことと掘り直しを

行ったことを推定した。この点から、溝内には幾ば

くかの水が流れていたこと、また一定期間、維持管

理がなされていたことが推定できる。加えて、他の

遺構の分布状況から、ＳＤ２０は居住域の東側を区

画する遺構と位置付けることができるだろう。区画

機能に加えて、配水等の役割も担う溝であった可能

性も考慮しておくべきかもしれない。

　第一遺構面の概要と、南側に隣接する県埋文セン

ターが調査した同遺跡の同一面の遺構配置（第４図）

を見ると、建物の構築方位の共通性や溝などの遺構

の連続性が認められる。このことから、双方の調査

で検出した遺構は一連の集落の遺構と評価すること

が適当と考えられる。県埋文センターの調査成果に

よれば、Ｃ地区の集落については１６世紀前半から

１６世紀末に形成されたことが推定されており、今

回の調査区の遺構も主にはこの時期の遺構と考えら

れる。一方で、ＳＤ２０から出土した遺物を見ると、

１３世紀代から１８世紀代までと時間幅があり、か

つ掘り直しの痕跡も認められることから、１７世紀

以降についてもいくつかの遺構は存続した、つまり

集落としての機能は一部継続した可能性があること

を今回の調査成果は示していると考えられる。

　第二遺構面については、第１・２調査区で主に畠

に関わる畝及び畝間溝を検出した。畠の耕作土であ

る基本層序のⅢ層からは少量の遺物が出土してお

り、帰属時期は１２～１４世紀代と考えられる。た

だし、極めて少量の遺物であるためこれを直ちに畠

の形成年代を推定する資料とするのは困難と考える

が、少なくとも１６世紀代の集落が形成される前の

中世段階に、生産域としての土地利用があったこと

は推定できる。第二遺構面は、最終的に洪水等の氾

濫により生産域としての機能を放棄し、第一遺構面

の集落域へと変貌する。なお、第二遺構面を中心と

した生産関連の遺構については、本章第２節に詳細

を整理した。

　第三・四遺構面については、部分的な調査で、か

つ検出遺構も極めて少なく評価が困難と言える。た

だし、第二遺構面の生産関連の遺構の形成前にも何

かしらの遺構が形成されていたことが具体的に説明

でき、かつ本調査地においては第３調査区の状況か

らそれほど密な土地利用の状況ではなかったと予想

される。しかしながら、今後は、集落形成前の具体

的な情報を蓄積させるため、周辺地で調査が行われ

る際には下位の遺構面についても留意した調査が必

要と言える。

　以上のとおり、本調査地は主に中世段階に生産域

として土地利用がはじまり、中世末に居住域へと土

地利用が変化した遺跡であることが明らかとなっ

た。

第２節　耕作関連遺構について

　今回の発掘調査では、中世末の集落を検出した第

一遺構面の下位の第二遺構面で、畝と畝間溝を広範

囲にわたって検出し 1）、集落形成前後の時期には調

査地が畠を中心とした生産域として利用されていた

点がより鮮明となった。畝及び畝間溝は第１・２調

査区全域で検出したことからも広範囲に形成された

遺構であることは明白で、従って、本地域の生産基

盤の実態を明らかにする上で重要な遺構と位置付け

ることができる。本節では東山崎・水田遺跡におけ

る耕作関連遺構に関する調査成果を総括する。

ａ　本調査地における耕作関連遺構の調査成果
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第Ⅲ章　調査成果

　本調査地における耕作関連遺構に関連した調査成

果を整理するが、ここでの検討対象は平面及び断面

で畝等の遺構を確認した第二遺構面である。要点は

以下のとおりである。

①�中世末に形成された集落の下層で、ほぼ南北一

方向の畝及び畝間溝を複数条検出した。遺構の

形状から、畝立てされた畠を検出したと言える。

②�畝立てされた畠の範囲について、西限は第１・

２調査区よりも西側にあり、調査した範囲では

明らかにできなかった。東限は第３調査区西端

付近である。ただし、耕作土は東へ連続するた

め、畠そのものはこれより東へ連続する可能性

もある。

③�畝を形成する基本層序Ⅲ層からは、１２～１４

世紀代の遺物が出土した。

④畝の幅は１．０ｍ～１．５ｍ程度、畝間溝底部か

ら畝頂部までの高さは０．２ｍ程度、畝間溝の

芯々間の距離は２．０～２．５ｍ程度で、畝間溝

の間隔は不規則である。

⑤�第１調査区の一部の畝表層部で、部分的に畝を

復旧した可能性のある痕跡を確認した（写真

１）。

⑥�一部の畝間溝底部で、上位の氾濫堆積物とはや

や粒径の異なる砂系の堆積物が認められた（写

真２・３）。

⑦�畝立てされた畠は洪水砂によって被覆されてい

ることから、畠として機能していた段階で洪水

等の被害を受け、耕作地として放棄された。そ

の後、その上に居住域が形成された。

　以上が今回の調査で確認した耕作関連遺構の要点

である。今回の調査成果のみでどのような農作物の

栽培が行われていたのかを推定することは困難であ

るが、上記のうち留意しておきたい点を挙げるとす

れば、次の２点がある。第１点が畝の幅について、

第２点が畝間溝底部の堆積物についてである。

　第１点について、同一の生産域内での具体的な耕

作行為の推定に資する情報の一つと考える。例えば、

畝の間隔が不規則である点や畝の間隔が均等でない
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写真１　第１調査区	畝表層部の復旧された可能性のある痕跡

写真２　第２調査区	畝間溝断面①

写真３　第２調査区	畝間溝断面②

洪水砂

洪水砂 洪水砂

洪水砂 Ⅲ層

復旧された痕跡？洪水砂

東山崎・水田遺跡

第Ⅳ章　総括

第１節　検出遺構・遺物について

　今回の調査で、合計４面の遺構面を平面的に調査

した。第一遺構面は集落に関わる遺構、第二遺構面

は生産域に関わる遺構、第三・四遺構面は溝・土坑

等の遺構を検出した遺構面である。

　第一遺構面では掘立柱建物跡、土坑、井戸、溝な

どの遺構を検出した。第一遺構面の遺構は、第１・

２調査区を中心に分布しており、南側に位置する第

２調査区の方が第１調査区よりも遺構密度は高い。

第１・２調査区の東側には、南北方向に直線的に開

削されたＳＤ２０が配置されており、それより西側

に建物等の遺構が分布している。掘立柱建物跡は、

検出した柱穴の配置等を根拠に複数棟を復元した

が、構築方位は概ね２パターン認められる。これら

の構築方位から、少なくとも２時期の建物の変遷が

あることを推定するが、いずれの建物についても柱

穴から出土した遺物が少量であるため、出土遺物か

ら建物の変遷を具体的に説明しうる状況ではない。

建物の周囲には井戸が複数認められたが、第１・２

調査区ともに調査区の東半に位置する傾向があっ

た。いずれの井戸も掘削深度は比較的浅く、当地の

地下水位が高い点と相関しているものと推定する。

遺構を隔てるＳＤ２０については、断面の観察から、

溝が機能した段階に滞水していたことと掘り直しを

行ったことを推定した。この点から、溝内には幾ば

くかの水が流れていたこと、また一定期間、維持管

理がなされていたことが推定できる。加えて、他の

遺構の分布状況から、ＳＤ２０は居住域の東側を区

画する遺構と位置付けることができるだろう。区画

機能に加えて、配水等の役割も担う溝であった可能

性も考慮しておくべきかもしれない。

　第一遺構面の概要と、南側に隣接する県埋文セン

ターが調査した同遺跡の同一面の遺構配置（第４図）

を見ると、建物の構築方位の共通性や溝などの遺構

の連続性が認められる。このことから、双方の調査

で検出した遺構は一連の集落の遺構と評価すること

が適当と考えられる。県埋文センターの調査成果に

よれば、Ｃ地区の集落については１６世紀前半から

１６世紀末に形成されたことが推定されており、今

回の調査区の遺構も主にはこの時期の遺構と考えら

れる。一方で、ＳＤ２０から出土した遺物を見ると、

１３世紀代から１８世紀代までと時間幅があり、か

つ掘り直しの痕跡も認められることから、１７世紀

以降についてもいくつかの遺構は存続した、つまり

集落としての機能は一部継続した可能性があること

を今回の調査成果は示していると考えられる。

　第二遺構面については、第１・２調査区で主に畠

に関わる畝及び畝間溝を検出した。畠の耕作土であ

る基本層序のⅢ層からは少量の遺物が出土してお

り、帰属時期は１２～１４世紀代と考えられる。た

だし、極めて少量の遺物であるためこれを直ちに畠

の形成年代を推定する資料とするのは困難と考える

が、少なくとも１６世紀代の集落が形成される前の

中世段階に、生産域としての土地利用があったこと

は推定できる。第二遺構面は、最終的に洪水等の氾

濫により生産域としての機能を放棄し、第一遺構面

の集落域へと変貌する。なお、第二遺構面を中心と

した生産関連の遺構については、本章第２節に詳細

を整理した。

　第三・四遺構面については、部分的な調査で、か

つ検出遺構も極めて少なく評価が困難と言える。た

だし、第二遺構面の生産関連の遺構の形成前にも何

かしらの遺構が形成されていたことが具体的に説明

でき、かつ本調査地においては第３調査区の状況か

らそれほど密な土地利用の状況ではなかったと予想

される。しかしながら、今後は、集落形成前の具体

的な情報を蓄積させるため、周辺地で調査が行われ

る際には下位の遺構面についても留意した調査が必

要と言える。

　以上のとおり、本調査地は主に中世段階に生産域

として土地利用がはじまり、中世末に居住域へと土

地利用が変化した遺跡であることが明らかとなっ

た。

第２節　耕作関連遺構について

　今回の発掘調査では、中世末の集落を検出した第

一遺構面の下位の第二遺構面で、畝と畝間溝を広範

囲にわたって検出し 1）、集落形成前後の時期には調

査地が畠を中心とした生産域として利用されていた

点がより鮮明となった。畝及び畝間溝は第１・２調

査区全域で検出したことからも広範囲に形成された

遺構であることは明白で、従って、本地域の生産基

盤の実態を明らかにする上で重要な遺構と位置付け

ることができる。本節では東山崎・水田遺跡におけ

る耕作関連遺構に関する調査成果を総括する。

ａ　本調査地における耕作関連遺構の調査成果
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東山崎・水田遺跡

点は、同じ生産域の中で多様な農作物の栽培が同時

に行われていた可能性も推定させる。栽培種によっ

て畝幅の前後は十分想定できるだろう。加えて、畝

幅が１ｍ以上ある点は、場合によって２条で農作物

を植えた可能性も考慮しておくべきだろう。仮に１

条であった場合でも、十分な畝幅があるという点は

栽培種の検討において重要な情報となり得る。

　第２点については、畝間溝の底部に畠が機能した

際の流水痕跡となり得る砂系の堆積物を確認したこ

とで、畠として十分な排水機能を有する必要があっ

たのか、あるいは逆に配水機能を有する必要があっ

たのか、いずれにしても農作物の栽培において溝を

利用した水分調整が必要だった可能性も考慮してお

くべきかもしれない。なお、この堆積物の解釈につ

いて、上位に被覆する洪水砂の細別、具体的には増

水過程での堆積物の差異の可能性や、降雨の際に畝

の土砂が畝間溝に堆積した可能性もある点は十分に

考慮しておきたい。

　以上の諸点は現段階でそれを補う根拠を有さない

が、今後、畝の遺存した畠を調査する際には上記に

留意した観察を要する点を付記しておきたい。

ｂ	　東山崎・水田遺跡の耕作関連遺構に関する調査

成果

　本調査地の南側隣接地を広範囲にわたって調査し

た県埋文センターの調査に際して、本遺跡では複数

の地点及び遺構面で耕作関連遺構が検出されている

2）。ただし、広範囲にわたる調査であるため各地区

の層序の関係は明らかにされていない。そういった

側面も踏まえて、ここでは県埋文センターの各地点

における耕作関連遺構の調査成果を、主に地点ごと

に整理していく。　

Ｃ	地区で検出された居住域に隣接する耕作関連遺構

( 第３３図 -a)

　本調査地及び南側に隣接する県埋文センター調査の

Ｃ地区の第一遺構面では、 １６世紀末以降に形成され

た溝で区画された居住域が検出されている。 Ｃ地区の

平面図を見ると、 居住域の西限となるＳＤ０４の西側に、

南北方向の小溝が５条検出されている。 溝の幅は０．３

ｍ、 深さは０．０５ｍ、 溝の芯々間は１．５ｍ程度で、 洪

水砂で埋没していたとのことであり、 平面形状等から畝

溝と評価されている。 帰属時期は１６世紀前半から末と

されており、 居住域と併存する畠と考えられる。 平面配

置のみを見た場合に、 居住域の西側に隣接して、 な

おかつ居住遺構と区画された外側に畠が展開すると

見ることができる。なお、この畝溝は、西側に位置

するＢ－２区では認められないことから、Ｃ地区Ｓ

Ｄ０４の西側からＢ－２区までの東西およそ２０ｍ

の範囲に限られた遺構と考えられる。居住域との位

置関係などを勘案すると、当該居住域の「園」ない

しは「菜園」３）としての畠であるとの見方ができる。

　一方、居住域の東側のＤ地区西端の一部において

も、同一面で数条の南北一方向の小溝が検出されて

いる。これも西側と同様の状況とする見方も可能か

もしれないが、遺存状況が不良のため、詳細は不明

である。

Ｃ	地区で検出された１６世紀前半～末以降の集落の

下位に存在する耕作関連遺構（第３３図 -ｂ）

　本調査地及び県埋文センター調査のＣ地区で、上

位に存在する居住域の直下において洪水砂で被覆さ

れた畝及び畝間溝が検出されている。なお、当該遺

構面はＣ地区内の南東側にあたるＣ－１南拡張区の

み平面的に調査されており平面的な情報は限定され

るが、深掘り調査が行われＣ地区全体に同様の遺構

が分布する点は確認されている。本調査地とＣ地区

の遺構について、同じ掘削方位を指向することや溝

の形状等から、県埋文センター調査のＣ地区の範囲

まで同一時期の畝立てされた生産域が広がっていた

と考えられる。

　次にこの畝立てされた状態の生産域の範囲を本調

査地及び県埋文センターの調査成果から検討する。

まずは東限について、本調査地の第３調査区の所見

と同様に、県埋文センター調査のＤ地区では畝間溝

は見られず、少なくとも畝立てされた状態の畠はＤ

地区より東側には連続しないと言える。一方、西限

について、Ｂ地区では江戸時代以前は氾濫原と推定

されており、かつ畝も検出されていないことから、

畝立てされた畠がＢ地区まで連続するとは考えにく

い。なお、Ｃ－１区南拡張区の西側までしか畝間溝

は認められないが氾濫原によって失われたものであ

り、ここより西側に遺構が連続しないとの確証はな

い。北限について、本調査地の第１調査区の北端ま

で同じ状況で畝が連続するため、少なくともこの範

囲まで続くことは確実である。南限について、Ｃ地

区南側まで畝間溝が見られるため、少なくともこの

範囲まで続くことは確実である。

　以上の状況から、本調査地の畝立てされた畠は、

主に本調査地と南側隣接地の県埋文センター調査　

のＣ地区を中心とする、少なく見積もっても約５，
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東山崎・水田遺跡

４００㎡の範囲におよぶものと推定できる。加えて、

この範囲が生産域として機能していた段階に洪水の

被害を受け生産域としての機能を停止し、なおかつ

その後に居住域として土地利用される。

遺跡の西側に展開する耕作関連の遺構（第３３図 -

ｃ）

　遺跡範囲の西側の地形面の特徴は、Ｂ地区が地形

的に最も高くなる点が挙げられる（第３図）。調査

では、Ｂ地区の西側にあたるＡ地区の東側で水田、

西側で耕作に関わる溝が検出されている。帰属時期

は１３～１８世紀代とされているが、いずれも洪水

砂で被覆された状況で検出されている。遺構が検

出されたＡ地区とＣ地区の層序の対応関係は不明だ

が、少なくともＡ地区は遺構も検出されていること

から生産域として利用されていたことが分かる。Ｂ

地区の地形的な特徴やＣ地区との距離が１５０ｍ以

上あることを踏まえると、Ｃ地区の集落や耕作関連

遺構との連続性を想定するよりも異なる単位の生産

域と理解する方が整合的と考えられる。

　なお、Ａ地区で重要と考えるのは、西側に畠、東

側に水田域が同一地形面上に連続して形成される点

である。本地点での生産域の構成が、畠と水田であ

ること、双方の遺構が隣接して分布することを具体

的に示す事例として重要と言える。

遺跡東側の耕作関連遺構の希薄な範囲

　遺跡範囲の東側にあたるＤ・Ｅ地区では１３世紀

前半以降に集落が形成されており、その上位・下位

で畝等は検出されていない。この点から、当該地は

本遺跡で最初に集落形成が進んだ範囲と言えるが、

その反面、広範囲で生産域として土地利用されてい

たとは想定しがたい範囲とも言える。詳細に見てい

くと、Ｄ地区では耕作土の可能性がある土層を確認

しているが、畝や鋤溝など耕作に関わる遺構が平面

的には検出されていない。畠として利用された可能

性はあるが、Ｄ・Ｅ地区については居住域に関わる

遺構の分布状況を勘案すると、居住域としての土地

利用が中心を占める範囲と理解すべきだろう。

　これまで示した状況以外に、例えばＡ・Ｃ地区な

どでは、記述した遺構面よりも下位の遺構面におい

て洪水砂で被覆された畝間溝が検出されている。畠

の形成時期が不明であり、なおかつ情報が極めて断

片的であるため、ここまでに記載したよりも古い段

階から、Ａ地区及びＣ地区を中心に生産域として土

地利用されていた実態がある点は付記しておく。

　東山崎・水田遺跡における主に畠を中心とした生

産域に関わる調査状況は以上のとおりである。要点

をまとめると以下のとおりである。

①本遺跡は、中世以降に広範囲に畠を中心とした

生産域に関わる遺構が形成された遺跡である。

②畠が形成された複数の遺構面が洪水砂で被覆さ

れた状況で確認された。県埋文センター調査の

Ａ地区やＣ地区などでは、下位の遺構面から洪

水砂と生産域となる遺構面が複数回繰り返され

る範囲も存在しており、自然災害を乗り越えて

生産域として土地利用が継続していた様子がう

かがえる。

③本調査地及び県埋文センター調査のＣ地区で

は、畠が機能していた段階の畝立てされた状態

の畠が検出されており（第二遺構面）、その範

囲は約５，４００㎡におよぶ広域なものと想定

できる。ただし、ある時期の洪水により埋没し、

復旧されることなく１６世紀前半以降に居住域

として土地利用される。

④県埋文センター調査のＣ地区で検出された１６

世紀前半～末の居住域の西側には、隣接して同

時期と考えられる畠が形成される。居住域と密

接に関わる「園」としての畠の可能性がある。

⑤本遺跡の西側にあたるＡ地区にも、中世以降に

生産域が形成される。地形や検出遺構からは、

Ｃ地区とは異なる単位の生産域となる可能性が

高い。加えて、本地点では西に畠、東に水田が

隣接しており、中世以降の生産域がどのような

空間構造だったのかを検討するための重要な知

見と考えられる。

　以上の諸点から、本遺跡においては生産域にも変

遷がある点が理解でき、それが遺跡を評価する上で

極めて重要な情報と言うことができる。上記の中で、

③については本調査地の評価において重要である。

それまで生産域だった範囲が、１６世紀前半に居住

域へと変化する点は、本遺跡の土地利用における大

きな画期と言える。周辺河川の影響を大いに受けう

る立地であることは調査成果が示しているから、居

住域へと変化する背景に周辺環境の大きな変化が

あったことを想定しておくべきだろう。この点は、

地域の開発史という観点から極めて重要な知見と言

える。

ｃ　県内の耕作関連遺構の調査事例

　ここでは県内の主な類例を検索し、畠に関連した
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考古学的成果を整理する。

　今回、香川県内の報告書で畠に関連した遺構を検

出した事例を検索した結果、本遺跡を含めて２３例

を確認した（第３表）。報告書が刊行されていない

遺跡や小面積の調査であるため畠と評価されなかっ

た場合も存在すると考えられるため、実際にはこれ

以上の検出例があると考えられるが、第３表に示し

たのは広範囲を発掘調査した事例を中心としてお

り、傾向を把握するには十分と考えられる。

　まず、香川県内の耕作関連遺構に関する事例を整

理する前に、報告書等から遺構の詳細を把握するこ

とが困難である点を予めお断りしておく。過去の調

査例では、小溝群を検出し遺構の形状等からそれほ

どの検証を経ずに鋤溝群と評価される場合が大半で

あった。そのため、多くの場合、遺構の構造等の詳

細は記載されていなかった。水田以外の耕作関連遺

構も当該期の生産基盤を検討する重要な資料である

ため、今後は把握できる情報について最大限に報告

書に記載されることを願う。

　さて、第３表は、山下平重氏が集成した県内の事

例４）を基礎として、それに近年の事例を追加した

ものである。各遺跡の情報を整理した結果、次のよ

うな傾向が抽出できた。

①香川県内で最も古い時期の耕作関連遺構とさ

れるのが、郡家田代遺跡の弥生時代後期から古

墳時代にかけての小溝群である。
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番号 遺跡名 所在地 標高 時期
隣接する
居住域
の有無

検出
状況

生産域の
区画を示す遺構

生産域に
関わる遺構

特徴 備考

1 東山崎・水田遺跡 高松市東山崎町 約8ｍ 13～18世紀 〇 畝 畝、畝間溝

第1面では、居住域に隣接した場所で小溝群、第2面では洪水砂に覆われた畝・小溝群
を検出。第2面の畠の廃絶後、その上に居住域が形成されている。

前掲（２）

2 川南・西遺跡 高松市新田町 約2ｍ
中世末～
近世初頭

〇 耕作痕 小溝群

居住域の東側に隣接して、重複関係を有する小溝（幅0.2ｍ未満、深さ0.1ｍ未満）が
複数形成される。小溝は不規則な曲線状に延伸している。また、同調査区で牛蹄痕跡
も多数確認されている。居住域と併存する生産域（畠）の可能性が想定されている。

５）

3 前田東・中村遺跡 高松市前田東町 約20ｍ 中世 〇 小溝群

出土遺物はないが、中世と考えられる鋤溝群を検出。南北溝を境に東に生産域、西に
居住域が隣接する。

６）・７）

4 六条・上所遺跡 高松市六条町 約8ｍ 近世 溝 小溝群

弥生時代から中世の遺構面を被覆して、約1ｍの洪水による氾濫堆積物が堆積し、その
上に溝で区画された溝群（幅0.5ｍ、深さ0.1ｍ、芯々間約1.0ｍ）からなる畠が形成さ
れている。

８）

5 多肥松林遺跡 高松市多肥上町・多肥下町 約20ｍ 中世 小溝群及びピット群

自然流路埋没後にピット列（幅0.2～0.3ｍ、深さ数㎝）、小溝群（幅0.1～0.3ｍ、深
さ数㎝）が形成される。これら遺構群は調査区に散在して認められる。

９）

6 蛙股遺跡 高松市太田下町・伏石町 約14ｍ 平安時代 大畦畔・小畦畔 畝・畝間溝

畦畔で区画された内部に、畝溝群が形成されている。畝溝群の形状等から、上層に水
田、下層に畠が存在する可能性が指摘されている。畝の幅は一律0.3ｍ。

10）

7 太田下・須川遺跡 高松市太田下町 約15ｍ 中世 小溝群

東西・南北方向の小溝（幅0.2～0.3ｍ、深さ0.1～0.2ｍ）を散在的に検出。畠の痕跡
の可能性が考えられる。

11）

8 高松市築地町地区 高松市築地町
約2ｍ

（ＧＬ）
不明 畝 畝・畝間溝

試掘調査の断面で、洪水砂に覆われた畝を確認。詳細な時期は不明。 12）

9 西ハゼ土居遺跡 高松市西ハゼ町 約12ｍ 近世 耕作痕 小溝群

幅0.2～0.3ｍ、深さ0.05ｍの南北方向の溝を15条検出。遺物は出土していないが、他
の近世期の遺構の埋土と類似することから近世の遺構と推定。遺構の形状等から鋤溝
群と推定されている。

13）

10 西打遺跡 高松市香西南町・鬼無町 約4ｍ 14世紀後半 〇 溝 小溝群

居館（14世紀後半）内部の溝で区画された東西14.5ｍ、南北13.0ｍの範囲に、小溝群
からなる畠が形成されている。小溝は南北一方向に掘削され、幅は0.2～0.4ｍ程度。
居館外部の東側にも隣接して東西・南北の小溝群が散在的に検出されている。

14）

11 八幡遺跡 高松市檀紙町八幡 約22ｍ 14世紀代以降 小溝群

東西13ｍ程度の範囲に、南北一方向の不整形で蛇行する小溝群（幅0.1ｍ、深さ0.1
ｍ、芯々間0.7ｍ）を検出。畝は認められず上位は削平されている。形状から耕作溝の
可能性を推定されている。

15）

12 南天枝遺跡 木田郡三木町田中 約28ｍ
12世紀末～
13世紀初頭

〇 小溝群

掘立柱建物の北側に隣接して、東西方向の小溝群（幅0.3～0.5ｍ、深さ0.1ｍ）が4条
検出されている。当該建物の居住者の耕作域と推定されている。

16）

13 尾端遺跡 木田郡三木町田中 約23ｍ 古代？ 溝

東西・南北方向の溝で区画された範囲が検出されている。東西溝の芯々間は3.5～4.5
ｍ、南北溝の芯々間は11.0ｍで、これが一区画に当たる。6区画以上形成されており、
これらの形状から水田ないしは畠の可能性が推定されている。

17）

14 鴨部・川田遺跡 さぬき市志度鴨部 約8ｍ 不明 ピット列

直径0.2～0.3ｍ程度のピットが、南北一方向に列状をなして3ないし4単位認められ
る。時期は不明。

18）

15 川津川西遺跡 坂出市川津川西 約10ｍ
13世紀代、
14世紀～
15世紀前半

〇 溝 小溝

中世に帰属する屋敷地の下層で、13世紀代の東西・南北方向の小溝（幅0.15～0.5ｍ、
深さ0.05～0.13ｍ）を複数検出。埋土等の状況から排水を意図して掘削された可能性
が考えられる。小溝は東西溝よりも北側に分布することから、東西溝で区画された範
囲に形成されていると考えられる。小溝は配置等から4群に大別でき、各群で差異はあ
るが、一区画が概ね5ｍ程度、面積は20～30㎡程度である。区画した単位を更新しなが
ら、その内部を畠として利用した可能性が推定される。ただし、耕作土は検出されて
いない。
14～15世紀前半には、複数の掘立柱建物からなる居住域に隣接して、小溝群を検出。
生産域から居住域へ変遷する遺跡。

19）・20）

16 川津一ノ又遺跡Ⅰ 坂出市川津一ノ又 約9ｍ 中世 〇 ピット群

南北方向のピット群が検出されている。植物の抜き取り痕の可能性が考えられてお
り、検出した範囲を畠と推定している。ピット群の南側約35ｍの位置に多数の柱穴か
らなら居住域を検出している（建物の復元はできていない）。

21）

17 川津一ノ又遺跡Ⅱ 坂出市川津一ノ又 約9ｍ 7世紀中葉 〇 溝 小溝群

東西20ｍ、南北25ｍの範囲に、幅0.3～0.5ｍ、深さ0.1ｍの溝を北西～南東方向で検
出。溝の間隔は0.6ｍ程度。溝群の北西側には掘立柱建物が複数認められる。

22）

18 下川津遺跡 坂出市川津町 約5ｍ
古墳時代後期以
降

小溝群 ピット列

直径0.2～1.3ｍ、深さ0.1～0.38ｍのピットが列状をなして南北方向に複数認められ
る。ピット列の間隔は0.5ｍ程度。6世紀以降に形成された。

23）

19 郡家田代遺跡 丸亀市郡家町田代 約17ｍ
弥生時代後期～
古墳時代

小溝群

弥生時代から近世の遺構を同一面で検出した遺跡。幅0.15～0.2ｍ、深さ0.05～0.1ｍ
の南北方向の溝が0.3ｍの間隔で35条検出されており、畠の可能性が推定されている。
弥生時代後期～古墳時代の帰属と推定されるが、詳細は不明。

24）

20 郡家大林上遺跡 丸亀市郡家町 約18ｍ 不明 小溝群

0.4～0.5ｍ程度の間隔で小溝（幅0.2～0.3ｍ、深さ0.05～0.08ｍ）が複数検出されて
おり、畝状遺構に伴う溝と推定されている。帰属時期は不明。

25）

21 郡家原遺跡 丸亀市郡家町八幡下 約20ｍ 中世 〇 溝 小溝群

東西一方向の小溝群を検出。北側にそれより大きい溝があり、そこから北へは小溝は
分布しない。その溝の北には掘立柱建物が複数形成される居住域が隣接している。

26）

22 買田岡下遺跡 仲多度郡まんのう町仲南 約79ｍ
9世紀後半～
10世紀前半

小溝群

現代耕作土直下で、平安時代に帰属する南北一方向の小溝群が検出されている。範囲
を区画する遺構は検出されていない。溝の幅は1ｍ前後で、溝間は不均一。報告では、
小溝を検出した周辺を畠と推定している。

27）

23 奥白方南原遺跡 仲多度郡多度津町奥白方 約5ｍ
13世紀～
14世紀

〇 ピット群

植物痕と考えられる不整形なピット群を検出。形状等から畠と推定している。周辺で
は居住遺構等が検出されており、東側に居住域、その西側に墓、さらにその西に畠が
配置されている。

28）

第 3表	 香川県内の「畠」の検出事例

東山崎・水田遺跡

４００㎡の範囲におよぶものと推定できる。加えて、

この範囲が生産域として機能していた段階に洪水の

被害を受け生産域としての機能を停止し、なおかつ

その後に居住域として土地利用される。

遺跡の西側に展開する耕作関連の遺構（第３３図 -

ｃ）

　遺跡範囲の西側の地形面の特徴は、Ｂ地区が地形

的に最も高くなる点が挙げられる（第３図）。調査

では、Ｂ地区の西側にあたるＡ地区の東側で水田、

西側で耕作に関わる溝が検出されている。帰属時期

は１３～１８世紀代とされているが、いずれも洪水

砂で被覆された状況で検出されている。遺構が検

出されたＡ地区とＣ地区の層序の対応関係は不明だ

が、少なくともＡ地区は遺構も検出されていること

から生産域として利用されていたことが分かる。Ｂ

地区の地形的な特徴やＣ地区との距離が１５０ｍ以

上あることを踏まえると、Ｃ地区の集落や耕作関連

遺構との連続性を想定するよりも異なる単位の生産

域と理解する方が整合的と考えられる。

　なお、Ａ地区で重要と考えるのは、西側に畠、東

側に水田域が同一地形面上に連続して形成される点

である。本地点での生産域の構成が、畠と水田であ

ること、双方の遺構が隣接して分布することを具体

的に示す事例として重要と言える。

遺跡東側の耕作関連遺構の希薄な範囲

　遺跡範囲の東側にあたるＤ・Ｅ地区では１３世紀

前半以降に集落が形成されており、その上位・下位

で畝等は検出されていない。この点から、当該地は

本遺跡で最初に集落形成が進んだ範囲と言えるが、

その反面、広範囲で生産域として土地利用されてい

たとは想定しがたい範囲とも言える。詳細に見てい

くと、Ｄ地区では耕作土の可能性がある土層を確認

しているが、畝や鋤溝など耕作に関わる遺構が平面

的には検出されていない。畠として利用された可能

性はあるが、Ｄ・Ｅ地区については居住域に関わる

遺構の分布状況を勘案すると、居住域としての土地

利用が中心を占める範囲と理解すべきだろう。

　これまで示した状況以外に、例えばＡ・Ｃ地区な

どでは、記述した遺構面よりも下位の遺構面におい

て洪水砂で被覆された畝間溝が検出されている。畠

の形成時期が不明であり、なおかつ情報が極めて断

片的であるため、ここまでに記載したよりも古い段

階から、Ａ地区及びＣ地区を中心に生産域として土

地利用されていた実態がある点は付記しておく。

　東山崎・水田遺跡における主に畠を中心とした生

産域に関わる調査状況は以上のとおりである。要点

をまとめると以下のとおりである。

①本遺跡は、中世以降に広範囲に畠を中心とした

生産域に関わる遺構が形成された遺跡である。

②畠が形成された複数の遺構面が洪水砂で被覆さ

れた状況で確認された。県埋文センター調査の

Ａ地区やＣ地区などでは、下位の遺構面から洪

水砂と生産域となる遺構面が複数回繰り返され

る範囲も存在しており、自然災害を乗り越えて

生産域として土地利用が継続していた様子がう

かがえる。

③本調査地及び県埋文センター調査のＣ地区で

は、畠が機能していた段階の畝立てされた状態

の畠が検出されており（第二遺構面）、その範

囲は約５，４００㎡におよぶ広域なものと想定

できる。ただし、ある時期の洪水により埋没し、

復旧されることなく１６世紀前半以降に居住域

として土地利用される。

④県埋文センター調査のＣ地区で検出された１６

世紀前半～末の居住域の西側には、隣接して同

時期と考えられる畠が形成される。居住域と密

接に関わる「園」としての畠の可能性がある。

⑤本遺跡の西側にあたるＡ地区にも、中世以降に

生産域が形成される。地形や検出遺構からは、

Ｃ地区とは異なる単位の生産域となる可能性が

高い。加えて、本地点では西に畠、東に水田が

隣接しており、中世以降の生産域がどのような

空間構造だったのかを検討するための重要な知

見と考えられる。

　以上の諸点から、本遺跡においては生産域にも変

遷がある点が理解でき、それが遺跡を評価する上で

極めて重要な情報と言うことができる。上記の中で、

③については本調査地の評価において重要である。

それまで生産域だった範囲が、１６世紀前半に居住

域へと変化する点は、本遺跡の土地利用における大

きな画期と言える。周辺河川の影響を大いに受けう

る立地であることは調査成果が示しているから、居

住域へと変化する背景に周辺環境の大きな変化が

あったことを想定しておくべきだろう。この点は、

地域の開発史という観点から極めて重要な知見と言

える。

ｃ　県内の耕作関連遺構の調査事例

　ここでは県内の主な類例を検索し、畠に関連した
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6. 暗灰 N3/  粘土混砂（下部には礫含む）

   （グライ化、植物遺存体多量に含む）

7. にぶい黄橙 2.5Y6/4 細砂

8. 灰黄 2.5Y6/2 細砂

旧築地小学校
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第 34 図	 高松市築地町地区　耕作関連遺構実測図（断面図１／８０）

東山崎・水田遺跡

②古代の事例（川津一ノ又遺跡等）も少数見ら

れるが、２３例中１４例は中世から近世にかけ

ての事例である。

③洪水砂で被覆された状態の畝及び畝間溝を検

出した遺跡が３例（東山崎・水田遺跡、蛙股遺

跡（写真４～７）、高松市築地町地区（写真８・

９、第３４図）、洪水砂等で被覆された状況は

見られず基盤となる土層に連続して開削された

小溝群ないしはピット列等の耕作痕と考えられ

る遺構を検出した遺跡が２０例ある。

④中世以降の帰属となる耕作関連遺構を検出し

た１４例中９例（いずれも中世）が居住域に近

い位置で耕作関連遺構が検出されている。

　このうち、④については中世の居住域及び生産域

としての土地利用の状況を考察する場合に重要な情

報と考えられる。ここで留意しておきたいのが、居

住域に隣接する９例以外について、独立した生産域

として畠が存在したという解釈もあり得るが、一方

で単に調査範囲の制約から隣接する居住域を検出で

きなかったという場合もあり得るという点である。

このように考えると、現状の成果だけでも６割の遺

跡が居住域に隣接して畠が存在することからすれ

ば、調査範囲によってはこの割合がさらに高くなる

可能性がある。このように考えると、県内の中世以

降の集落遺跡では、居住域に隣接して畠が形成され

ている場合が多かったと考えられる。

　さて、居住域に隣接して耕作関連遺構を検出した

中世の９例について詳細に状況を見ると、下記のと

おり４細別することができる（第３５図）。

Ａ類：居住域を区画する溝の外側に隣接して耕作関

連遺構が形成される場合

Ｂ類：居住域との間に他の土地利用（墓域等）の範

囲を挟んで耕作関連遺構が存在する場合

Ｃ類：居住域との区画を示す遺構は存在せずに建物

に隣接して耕作関連遺構が存在する場合

Ｄ類：居住域の内部に耕作関連遺構が存在する場合

　上記分類の概要は、Ａ・Ｂ類が居住空間の外側に

畠が存在する場合、Ｃ類が明確に居住遺構との境界

を有さないが隣接する地点に畠が存在する場合、Ｄ

類が居住空間の内側に畠が存在する場合と要約でき

る。それぞれの具体例は次のとおりである。

　Ａ類の具体例として東山崎・水田遺跡（第３３図�

ａ）、郡家原遺跡（第３５図�Ａ類）、川南・西遺跡、

前田東・中村遺跡、川津川西遺跡の５例が挙げられ

る。東山崎・水田遺跡の第一遺構面の場合は、１６

世紀前半の居住域を区画する規模の大きい溝を隔て

て、その西側に耕作関連遺構が存在する。郡家原遺

跡も同様な状況であり、この場合、溝という明確な

区画施設を有するため居住域と生産域が検出遺構の

配置で区分されていることが把握しやすい。

　Ｂ類の具体例として奥白方南原遺跡（第３５図�

Ｂ類）の１例が挙げられる。奥白方南原遺跡では、

掘立柱建物跡から西へ約４０ｍの位置に耕作関連遺

構が認められ、居住域との間には墓や井戸などが点

在する遺構の希薄な範囲が存在する。居住域には隣

接するが、やや距離を隔てた位置関係に生産域があ

る遺跡と言える。

　Ｃ類の具体例は南天枝遺跡（第３５図�Ｃ類）の

１例が挙げられる。掘立柱建物跡が１棟あり、その

北側すぐの場所に耕作関連遺構が形成されている。

この事例は、当該建物の所有者が生産域の耕作者で

あるとの推定もなされている。

　Ｄ類の具体例は、川津一ノ又遺跡Ⅰと西打遺跡（第

３５図�Ｄ類）の２例である。川津一ノ又遺跡Ⅰは、

区画溝の内側に居住域と考えられるピット群と約

３５ｍの遺構空白域を挟んで耕作遺構が同じ空間に

存在する。ただし、区画溝の外側にも小溝群があり、

区画外にも耕作域が展開していた可能性もある。西

打遺跡は、溝で区画された１４世紀後半の武士の居

館の一部に、耕作関連遺構が形成された範囲が組み

込まれた構造を呈している。この生産域の配置が居

館とする遺跡の性格を推定する根拠の一つともなっ

ている。上記の４分類以外に、居住域から一定の距

離を有する生産域が存在する可能性もあると考えら

れるが、点的な発掘調査の成果に依る限りはこの特

定は現状で困難と言えるし、前述の理由から割合と

してそれほど高くなるとは推定しがたい。

　以上の検討を踏まえると、県内の中世段階の遺跡

で検出できる畠の多くは比較的居住域に近い位置に

形成されていたことが推定できる。その中でもＤ類

のように居住域の一部に組み込まれた「園」ないし

は「菜園」のような取扱いの畠も存在する一方、多

くは居住域の外側に一定の範囲を持って形成される

畠が大勢を占めると考えられる。少なくともこれら

の事例を見る限りは、県内の中世段階の集落では、

居住域の近隣には生産域としてまず畠が展開すると

いう空間構造が一定程度普遍的だったと考えられ

る。なお、生産域の他方を占める水田については、
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第 34 図	 高松市築地町地区　耕作関連遺構実測図（断面図１／８０）

東山崎・水田遺跡

②古代の事例（川津一ノ又遺跡等）も少数見ら

れるが、２３例中１４例は中世から近世にかけ

ての事例である。

③洪水砂で被覆された状態の畝及び畝間溝を検

出した遺跡が３例（東山崎・水田遺跡、蛙股遺

跡（写真４～７）、高松市築地町地区（写真８・

９、第３４図）、洪水砂等で被覆された状況は

見られず基盤となる土層に連続して開削された

小溝群ないしはピット列等の耕作痕と考えられ

る遺構を検出した遺跡が２０例ある。

④中世以降の帰属となる耕作関連遺構を検出し

た１４例中９例（いずれも中世）が居住域に近

い位置で耕作関連遺構が検出されている。

　このうち、④については中世の居住域及び生産域

としての土地利用の状況を考察する場合に重要な情

報と考えられる。ここで留意しておきたいのが、居

住域に隣接する９例以外について、独立した生産域

として畠が存在したという解釈もあり得るが、一方

で単に調査範囲の制約から隣接する居住域を検出で

きなかったという場合もあり得るという点である。

このように考えると、現状の成果だけでも６割の遺

跡が居住域に隣接して畠が存在することからすれ

ば、調査範囲によってはこの割合がさらに高くなる

可能性がある。このように考えると、県内の中世以

降の集落遺跡では、居住域に隣接して畠が形成され

ている場合が多かったと考えられる。

　さて、居住域に隣接して耕作関連遺構を検出した

中世の９例について詳細に状況を見ると、下記のと

おり４細別することができる（第３５図）。

Ａ類：居住域を区画する溝の外側に隣接して耕作関

連遺構が形成される場合

Ｂ類：居住域との間に他の土地利用（墓域等）の範

囲を挟んで耕作関連遺構が存在する場合

Ｃ類：居住域との区画を示す遺構は存在せずに建物

に隣接して耕作関連遺構が存在する場合

Ｄ類：居住域の内部に耕作関連遺構が存在する場合

　上記分類の概要は、Ａ・Ｂ類が居住空間の外側に

畠が存在する場合、Ｃ類が明確に居住遺構との境界

を有さないが隣接する地点に畠が存在する場合、Ｄ

類が居住空間の内側に畠が存在する場合と要約でき

る。それぞれの具体例は次のとおりである。

　Ａ類の具体例として東山崎・水田遺跡（第３３図�

ａ）、郡家原遺跡（第３５図�Ａ類）、川南・西遺跡、

前田東・中村遺跡、川津川西遺跡の５例が挙げられ

る。東山崎・水田遺跡の第一遺構面の場合は、１６

世紀前半の居住域を区画する規模の大きい溝を隔て

て、その西側に耕作関連遺構が存在する。郡家原遺

跡も同様な状況であり、この場合、溝という明確な

区画施設を有するため居住域と生産域が検出遺構の

配置で区分されていることが把握しやすい。

　Ｂ類の具体例として奥白方南原遺跡（第３５図�

Ｂ類）の１例が挙げられる。奥白方南原遺跡では、

掘立柱建物跡から西へ約４０ｍの位置に耕作関連遺

構が認められ、居住域との間には墓や井戸などが点

在する遺構の希薄な範囲が存在する。居住域には隣

接するが、やや距離を隔てた位置関係に生産域があ

る遺跡と言える。

　Ｃ類の具体例は南天枝遺跡（第３５図�Ｃ類）の

１例が挙げられる。掘立柱建物跡が１棟あり、その

北側すぐの場所に耕作関連遺構が形成されている。

この事例は、当該建物の所有者が生産域の耕作者で

あるとの推定もなされている。

　Ｄ類の具体例は、川津一ノ又遺跡Ⅰと西打遺跡（第

３５図�Ｄ類）の２例である。川津一ノ又遺跡Ⅰは、

区画溝の内側に居住域と考えられるピット群と約

３５ｍの遺構空白域を挟んで耕作遺構が同じ空間に

存在する。ただし、区画溝の外側にも小溝群があり、

区画外にも耕作域が展開していた可能性もある。西

打遺跡は、溝で区画された１４世紀後半の武士の居

館の一部に、耕作関連遺構が形成された範囲が組み

込まれた構造を呈している。この生産域の配置が居

館とする遺跡の性格を推定する根拠の一つともなっ

ている。上記の４分類以外に、居住域から一定の距

離を有する生産域が存在する可能性もあると考えら

れるが、点的な発掘調査の成果に依る限りはこの特

定は現状で困難と言えるし、前述の理由から割合と

してそれほど高くなるとは推定しがたい。

　以上の検討を踏まえると、県内の中世段階の遺跡

で検出できる畠の多くは比較的居住域に近い位置に

形成されていたことが推定できる。その中でもＤ類

のように居住域の一部に組み込まれた「園」ないし

は「菜園」のような取扱いの畠も存在する一方、多

くは居住域の外側に一定の範囲を持って形成される

畠が大勢を占めると考えられる。少なくともこれら

の事例を見る限りは、県内の中世段階の集落では、

居住域の近隣には生産域としてまず畠が展開すると

いう空間構造が一定程度普遍的だったと考えられ

る。なお、生産域の他方を占める水田については、
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第 35 図	 畠分類 (香川県内事例 )
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第Ⅲ章　調査成果

検索した中で集落に隣接する事例が見られなかった

こと、地形の制約を大いに受けると考えられること

などを理由として、居住域に対して畠よりも外側に

立地する場合が大半だったと推定できる。

ｄ　東山崎・水田遺跡の耕作関連遺構の評価

　これまでの整理をとおして、東山崎・水田遺跡の

中世以降に形成された畠について、第一遺構面につ

いては居住域に隣接した生産域の状況を知ることが

できる資料、第二遺構面については広範囲にわたっ

て畝及び畝間溝が機能していた状態で良好に保存さ

れた資料、以上の点において県内屈指の遺跡と位置

付けることができる。換言すると、中世段階の畠を

中心とした生産域の状況を良好に把握できる遺跡と

して重要な位置を占めると言える。

　県内の他事例の多くは耕作された具体的な状態の

復元が困難な事例が大半を占めることを踏まえる

と、特に第二遺構面の畝立てされた状態の遺構は、

周辺の居住域との関係は明らかにできなかったもの

の、当該期の具体的な農産物の栽培状況を推定しう

る基礎資料と言える。
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観察表
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単位:㎝　(復元値)[残存値]

報告書
番号

出土
位置

種別
器種

(部位）

口径
底径
器高

手法の特徴 色調
胎土
焼成

備考

28 ��20�
土師質土器

皿
�
�

[1.8］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/6橙
[内]5YR6/6橙

普:1㎜以下の長石・角閃石を含む
不良

2� ��253
土師質土器

皿
口縁部

�
�

[1.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR7/6橙
[内]2.5YR7/6橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

30 ��11
土師質土器

皿
(8.8)
�

[1.4］

[外]ﾏﾒﾂ
[内]ﾏﾒﾂ

[外]5YR6/6橙
[内]5YR7/6橙

普:3mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

31 ��17
土師質土器

皿
口縁部

(�.6)
�

[1.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR6/4にぶい橙
[内]7.5YR6/4にぶい橙

普:1mm以下の長石・赤色粒を含む
良

32 ��128
土師質土器

杯
底部

�
(5.4)
[1.3］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/4浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普:1mm以下の長石を含む
良

33 ��203
土師質土器

皿
(8.2)
�

[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR8/4淡橙

普:1mm以下の石英・長石を含む
良

34 ��167
土師質土器

皿
(8.8)
(5.8)
[1.4］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/6橙
[内]5YR7/6橙

普:1mm以下の長石・黒色粒を含む
不良

35 ��230
土師質土器

皿
(8.2)
(4.8)
[1.5］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

普:1.5㎜以下の石英を含む
良

36 ��20�
土師質土器

皿
(�.2)
�

[1.5］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/4にぶい橙
[内]5YR6/6橙

普:1㎜以下の長石・赤色粒を含む
不良

37 ��240
土師質土器

皿
(10.6)
�

[1.65］

[外]回転ﾅﾃﾞ,ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

普:1.5mm以下の石英・長石・赤色
粒・黒色粒・金雲母を含む
良

38 ��126
瓦器
椀

口縁部

�
�

[1.3］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]5Y6/1灰
[内]5Y6/1灰

精良:0.3mm以下の細粒を含む
良

3� ��203
青磁
碗

口縁部

�
�

[3.7］

[外]ﾍﾗ彫り（片切り彫り）による
陰刻文,施釉
[内]施釉

[胎土]7.5GY7/1明緑灰
[釉調]7.5GY7/1明緑灰

精良:
堅緻

40 ��111
磁器(肥前)

碗
(�.6)
�

[4.8］

[外]施釉,外面に折枝松文
[内]施釉,口縁内面に渦巻帯
文・見込み周縁に圏線

[胎土]N8/灰白
[釉調]7.5GY8/1明緑灰
[呉須]明青色

精良:
堅緻

端反碗。畳付
け露胎

41 ��210
土師質土器

擂鉢
�
�

[4.4］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ｹｽﾞﾘ,擂目(7本/2.1㎝)

[外]5YR5/8明赤褐
[内]5YR6/6橙

粗:4㎜以下の石英・長石を含む
良

42 ��204
土師質土器

底部

�
(14.8)
[1.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR7/8橙
[内]7.5YR6/2灰褐

普:2㎜以下の石英・長石を含む
不良

43 ��23�
土師質土器

足釜
口縁部

(25.4)
�

[4.7］

[外]板ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/6橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

粗:2.5㎜以下の石英・長石,1㎜以下
の赤色粒を含む
良好

44 ��04
土師質土器

皿
口縁部

�
�

[1.7］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普:1mm以下の石英,長石,赤色粒を
含む
良

45 ��05
土師質土器

皿
底部

�
�

[0.7］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y8/3淡黄
[内]2.5Y7/2灰黄

精良:砂粒を少量含む
良

46 ��05
土師質土器

鍋
口縁部

�
�

[2.4］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]10YR4/2灰黄褐
[内]10YR5/3にぶい黄褐

精良:2mm以下の石英,長石を含む
良

47
��20
上層

土師質土器
皿

(8.2)
(5.6)
1.4

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,板状
圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

普:2mm以下の長石を含む
良

48
��20
上層

土師質土器
灯明皿

(8.6)
(5.6)
[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,板状
圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y7/3浅黄
[内]2.5Y7/3浅黄

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒を少量含む
良

4�
��20
上層

土師質土器
杯

口縁部

(12.8)
�

[1.65］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y5/2暗灰黄
[内]2.5Y4/1黄灰

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒を含む
良

50
��20
上層

土師質土器
杯

(12.0)
�

[2.3］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

精良:1mm以下の長石・赤色粒を含
む
良

51
��20
上層

土師質土器
杯

(11.8)
(5.4)
[2.65］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/2灰白

精良:1mm以下の石英・長石を少量
含む
良

52
��20
上層

土師質土器
皿

(8.2)
(5.4)
1.25

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒を含む
良

53
��20
上層

陶器(唐津)
碗

口縁部

(13.0)
�

[5.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ,施釉
[内]回転ﾅﾃﾞ,施釉

[胎土]2.5Y7/1灰白
[釉調]7.5Y6/2灰オリー
ブ

精良:
堅緻

内外面に貫
入あり

54
��20
上層

陶器(肥前)
瓶
底部

�
(7.5)
[3.1］

[外]施釉,刷毛目文
[内]施釉

[胎土]2.5YR5/6明赤褐
[釉調]10YR7/1灰白

微:
刷毛目碗
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単位:㎝　(復元値)[残存値]

報告書
番号

出土
位置

種別
器種

(部位）

口径
底径
器高

手法の特徴 色調
胎土
焼成

備考

1
��01�
��14

鉄製品
刀子？

長さ[3.05］
幅[3.7］
厚み0.5

[重量]6.8ｇ � �

2
��03�
��102

土師質土器
皿

�
�

[1.9］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/8橙
[内]5YR7/6橙

粗:1.5mm以下の長石・石英を含む
良

3
��04�
��193

土師質土器
灯明皿

(6.8)
(4.8)
[1.4］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/4浅黄橙
[内]7.5YR8/6浅黄橙

普:1mm以下の石英・長石を含む
良

4
��04�
��187

土師質土器
皿
底部

�
(7.6)
[0.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ﾍﾗ切り,
板状圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]7.5YR8/4浅黄橙

普:1mm以下の石英・長石を含む
良

5
��05�
��233

土師質土器
皿

(8.2)
(7.0)
1.2

[外]底部切り離し後、底部から
体部まで回転ナデ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]5YR6/6橙

普:1mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

6
��05�
��197

土師質土器
足釜
口縁部

(28.0)
�

[5.3］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/4浅黄橙
[内]5YR7/6橙

粗:3mm以下の石英・長石を含む
良

7
��01�
��140

白磁
皿

(10.4)
(4.0)
[2.4］

[外]施釉（細かい貫入）
[内]施釉（下部～底部が露胎）

[胎土]2.5Y7/1灰白
[釉調]2.5Y8/1灰白

精良:
堅緻

8
��02�
��208

土師質土器
足釜
口縁部

(26.6)
�

[3.6］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/6橙
[内]5YR6/6橙

粗:5㎜以下の石英・長石を含む
良

9
��01
下層

土師質土器
皿

(7.5)
(5.6)
1.25

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ヘラ切
り,板状圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/2灰白

普:1mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

10
��01
上層

土師質土器
鍋

口縁部

�
�

[9.2］

[外]ﾊｹ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]10YR5/2灰黄褐
[内]7.5YR8/3浅黄橙

普:5mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

11
��01
下層

木製品
燃えさし

長さ11.3
幅1.15
厚み1.3

� � �

12
��01
下層

土師質土器
井側

(34.2)
�

[10.5］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ
[内]板ﾅﾃﾞ,ﾍﾗ記号「×」

[外]10YR4/1褐灰
[内]7.5YR6/3にぶい褐

普:4mm以下の石英・長石・赤色粒・
金雲母を含む
良

13 ��02
土師質土器

足釜
口縁・底部

�
�

[13.0］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,格子ﾀﾀ
ｷ目(8～9㎜)
[内]ﾅﾃﾞ,焦げ付着

[外]10YR6/3にぶい黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普:4mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

14 ��02
陶器(備前)

大甕
体部

�
�

[12.7］

[外]ﾖｺﾊｹ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR5/3にぶい赤
褐
[内]5YR5/1褐灰

普:5mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

15
��03
上層

土師質土器
杯
底部

�
5.0
[2.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:静止糸切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/6橙
[内]7.5YR8/3浅黄橙

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒・黒色粒を含む
良

16
��03
上層

陶器
碗
底部

�
(4.0)
[1.3］

[外]施釉
[内]施釉

[胎土]N8/灰白
[釉調]N8/灰白

細:1mm以下の長石・黒色粒を含む

17
��03
上層

土師質土器
火入

(20.2)
(14.2)
9.6

[外]ﾏﾒﾂ
[内]指ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR5/6明赤褐
[内]5YR6/6橙

普:4mm以下の石英・長石を含む
良

18
��03
上層

瓦質土器
擂鉢

(36.3)
�

[10.5］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]板ﾅﾃﾞ,擂目（7条/2.4㎝）

[外]N4/灰
[内]N5/灰

普:3.5mm以下の石英・長石・黒色粒
を含む
やや軟

亀山系瓦質
土器

19
��03
埋土

土師質土器
擂鉢

(32.8)
�

[13.2］

[外]指ｵｻｴ
[内]擂目（4条/1.7㎝×7方向）

[外]N4/灰
[内]N4/灰

粗:3㎜以下の石英・長石を含む
良

20
��03
埋土

陶器(備前)
大甕

�
�

[26.4］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ
[内]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,タテﾊｹ

[外]2.5YR5/6明赤褐
[内]5YR4/2灰褐

普:5mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

21
��03
上層

土製品
丸瓦

長さ[14.7］
幅[9.35］
厚み[1.45］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]布目痕,吊り紐痕

[凸面]N5/灰
[凹面]N6/灰

普:4mm以下の石英・長石を含む
良好

22
��03
下層

土師質土器
擂鉢

(33.4)
�

[9.4］

[外]ﾖｺﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,剥離
[内]擂目（7条/1.4㎝）

[外]2.5Y8/4淡黄
[内]10YR8/4浅黄橙

粗:4㎜以下赤色粒,５㎜以下の長
石,1㎜以下の金雲母を含む
良

23 ��04
土師質土器

鉢
口縁部

�
�

[3.5］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾏﾒﾂ

[外]10YR8/1灰白
[内]10YR8/2灰白

普:4mm以下の石英・長石を含む
良

24 ��04
木製品
加工板

長さ[17.2］
幅6.1
厚み0.8

[内・外]加工痕あり 板目材 � X線写真撮影

25 ��45
土師質土器

皿
口縁部

�
�

[1.1］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR5/2灰黄褐
[内]10YR5/1褐灰

普:0.5mm以下の赤色粒を含む
良

26 ��114
土師質土器

皿
�
�

[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR6/6橙

精良:0.3mm以下の石英・長石を含
む
良

27 ��155
土師質土器

杯
口縁部

�
�

[1.8］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

普:3㎜以下の長石を含む
不良
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単位:㎝　(復元値)[残存値]

報告書
番号

出土
位置

種別
器種

(部位）

口径
底径
器高

手法の特徴 色調
胎土
焼成

備考

28 ��20�
土師質土器

皿
�
�

[1.8］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/6橙
[内]5YR6/6橙

普:1㎜以下の長石・角閃石を含む
不良

2� ��253
土師質土器

皿
口縁部

�
�

[1.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR7/6橙
[内]2.5YR7/6橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

30 ��11
土師質土器

皿
(8.8)
�

[1.4］

[外]ﾏﾒﾂ
[内]ﾏﾒﾂ

[外]5YR6/6橙
[内]5YR7/6橙

普:3mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

31 ��17
土師質土器

皿
口縁部

(�.6)
�

[1.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR6/4にぶい橙
[内]7.5YR6/4にぶい橙

普:1mm以下の長石・赤色粒を含む
良

32 ��128
土師質土器

杯
底部

�
(5.4)
[1.3］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/4浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普:1mm以下の長石を含む
良

33 ��203
土師質土器

皿
(8.2)
�

[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR8/4淡橙

普:1mm以下の石英・長石を含む
良

34 ��167
土師質土器

皿
(8.8)
(5.8)
[1.4］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/6橙
[内]5YR7/6橙

普:1mm以下の長石・黒色粒を含む
不良

35 ��230
土師質土器

皿
(8.2)
(4.8)
[1.5］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

普:1.5㎜以下の石英を含む
良

36 ��20�
土師質土器

皿
(�.2)
�

[1.5］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/4にぶい橙
[内]5YR6/6橙

普:1㎜以下の長石・赤色粒を含む
不良

37 ��240
土師質土器

皿
(10.6)
�

[1.65］

[外]回転ﾅﾃﾞ,ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

普:1.5mm以下の石英・長石・赤色
粒・黒色粒・金雲母を含む
良

38 ��126
瓦器
椀

口縁部

�
�

[1.3］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]5Y6/1灰
[内]5Y6/1灰

精良:0.3mm以下の細粒を含む
良

3� ��203
青磁
碗

口縁部

�
�

[3.7］

[外]ﾍﾗ彫り（片切り彫り）による
陰刻文,施釉
[内]施釉

[胎土]7.5GY7/1明緑灰
[釉調]7.5GY7/1明緑灰

精良:
堅緻

40 ��111
磁器(肥前)

碗
(�.6)
�

[4.8］

[外]施釉,外面に折枝松文
[内]施釉,口縁内面に渦巻帯
文・見込み周縁に圏線

[胎土]N8/灰白
[釉調]7.5GY8/1明緑灰
[呉須]明青色

精良:
堅緻

端反碗。畳付
け露胎

41 ��210
土師質土器

擂鉢
�
�

[4.4］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ｹｽﾞﾘ,擂目(7本/2.1㎝)

[外]5YR5/8明赤褐
[内]5YR6/6橙

粗:4㎜以下の石英・長石を含む
良

42 ��204
土師質土器

底部

�
(14.8)
[1.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR7/8橙
[内]7.5YR6/2灰褐

普:2㎜以下の石英・長石を含む
不良

43 ��23�
土師質土器

足釜
口縁部

(25.4)
�

[4.7］

[外]板ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]5YR6/6橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

粗:2.5㎜以下の石英・長石,1㎜以下
の赤色粒を含む
良好

44 ��04
土師質土器

皿
口縁部

�
�

[1.7］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普:1mm以下の石英,長石,赤色粒を
含む
良

45 ��05
土師質土器

皿
底部

�
�

[0.7］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y8/3淡黄
[内]2.5Y7/2灰黄

精良:砂粒を少量含む
良

46 ��05
土師質土器

鍋
口縁部

�
�

[2.4］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]10YR4/2灰黄褐
[内]10YR5/3にぶい黄褐

精良:2mm以下の石英,長石を含む
良

47
��20
上層

土師質土器
皿

(8.2)
(5.6)
1.4

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,板状
圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

普:2mm以下の長石を含む
良

48
��20
上層

土師質土器
灯明皿

(8.6)
(5.6)
[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,板状
圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y7/3浅黄
[内]2.5Y7/3浅黄

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒を少量含む
良

4�
��20
上層

土師質土器
杯

口縁部

(12.8)
�

[1.65］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y5/2暗灰黄
[内]2.5Y4/1黄灰

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒を含む
良

50
��20
上層

土師質土器
杯

(12.0)
�

[2.3］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

精良:1mm以下の長石・赤色粒を含
む
良

51
��20
上層

土師質土器
杯

(11.8)
(5.4)
[2.65］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/2灰白

精良:1mm以下の石英・長石を少量
含む
良

52
��20
上層

土師質土器
皿

(8.2)
(5.4)
1.25

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒を含む
良

53
��20
上層

陶器(唐津)
碗

口縁部

(13.0)
�

[5.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ,施釉
[内]回転ﾅﾃﾞ,施釉

[胎土]2.5Y7/1灰白
[釉調]7.5Y6/2灰オリー
ブ

精良:
堅緻

内外面に貫
入あり

54
��20
上層

陶器(肥前)
瓶
底部

�
(7.5)
[3.1］

[外]施釉,刷毛目文
[内]施釉

[胎土]2.5YR5/6明赤褐
[釉調]10YR7/1灰白

微:
刷毛目碗
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東山崎・水田遺跡

－ 52 －

単位:㎝　(復元値)[残存値]

報告書
番号

出土
位置

種別
器種

(部位）

口径
底径
器高

手法の特徴 色調
胎土
焼成

備考

1
��01�
��14

鉄製品
刀子？

長さ[3.05］
幅[3.7］
厚み0.5

[重量]6.8ｇ � �

2
��03�
��102

土師質土器
皿

�
�

[1.9］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/8橙
[内]5YR7/6橙

粗:1.5mm以下の長石・石英を含む
良

3
��04�
��193

土師質土器
灯明皿

(6.8)
(4.8)
[1.4］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/4浅黄橙
[内]7.5YR8/6浅黄橙

普:1mm以下の石英・長石を含む
良

4
��04�
��187

土師質土器
皿
底部

�
(7.6)
[0.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ﾍﾗ切り,
板状圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]7.5YR8/4浅黄橙

普:1mm以下の石英・長石を含む
良

5
��05�
��233

土師質土器
皿

(8.2)
(7.0)
1.2

[外]底部切り離し後、底部から
体部まで回転ナデ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]5YR6/6橙

普:1mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

6
��05�
��197

土師質土器
足釜
口縁部

(28.0)
�

[5.3］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR8/4浅黄橙
[内]5YR7/6橙

粗:3mm以下の石英・長石を含む
良

7
��01�
��140

白磁
皿

(10.4)
(4.0)
[2.4］

[外]施釉（細かい貫入）
[内]施釉（下部～底部が露胎）

[胎土]2.5Y7/1灰白
[釉調]2.5Y8/1灰白

精良:
堅緻

8
��02�
��208

土師質土器
足釜
口縁部

(26.6)
�

[3.6］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/6橙
[内]5YR6/6橙

粗:5㎜以下の石英・長石を含む
良

9
��01
下層

土師質土器
皿

(7.5)
(5.6)
1.25

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:回転ヘラ切
り,板状圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/2灰白

普:1mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

10
��01
上層

土師質土器
鍋

口縁部

�
�

[9.2］

[外]ﾊｹ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]10YR5/2灰黄褐
[内]7.5YR8/3浅黄橙

普:5mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

11
��01
下層

木製品
燃えさし

長さ11.3
幅1.15
厚み1.3

� � �

12
��01
下層

土師質土器
井側

(34.2)
�

[10.5］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ
[内]板ﾅﾃﾞ,ﾍﾗ記号「×」

[外]10YR4/1褐灰
[内]7.5YR6/3にぶい褐

普:4mm以下の石英・長石・赤色粒・
金雲母を含む
良

13 ��02
土師質土器

足釜
口縁・底部

�
�

[13.0］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,格子ﾀﾀ
ｷ目(8～9㎜)
[内]ﾅﾃﾞ,焦げ付着

[外]10YR6/3にぶい黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普:4mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

14 ��02
陶器(備前)

大甕
体部

�
�

[12.7］

[外]ﾖｺﾊｹ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR5/3にぶい赤
褐
[内]5YR5/1褐灰

普:5mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

15
��03
上層

土師質土器
杯
底部

�
5.0
[2.6］

[外]回転ﾅﾃﾞ,底部:静止糸切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/6橙
[内]7.5YR8/3浅黄橙

精良:1mm以下の石英・長石・赤色
粒・黒色粒を含む
良

16
��03
上層

陶器
碗
底部

�
(4.0)
[1.3］

[外]施釉
[内]施釉

[胎土]N8/灰白
[釉調]N8/灰白

細:1mm以下の長石・黒色粒を含む

17
��03
上層

土師質土器
火入

(20.2)
(14.2)
9.6

[外]ﾏﾒﾂ
[内]指ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR5/6明赤褐
[内]5YR6/6橙

普:4mm以下の石英・長石を含む
良

18
��03
上層

瓦質土器
擂鉢

(36.3)
�

[10.5］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]板ﾅﾃﾞ,擂目（7条/2.4㎝）

[外]N4/灰
[内]N5/灰

普:3.5mm以下の石英・長石・黒色粒
を含む
やや軟

亀山系瓦質
土器

19
��03
埋土

土師質土器
擂鉢

(32.8)
�

[13.2］

[外]指ｵｻｴ
[内]擂目（4条/1.7㎝×7方向）

[外]N4/灰
[内]N4/灰

粗:3㎜以下の石英・長石を含む
良

20
��03
埋土

陶器(備前)
大甕

�
�

[26.4］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ
[内]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,タテﾊｹ

[外]2.5YR5/6明赤褐
[内]5YR4/2灰褐

普:5mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

21
��03
上層

土製品
丸瓦

長さ[14.7］
幅[9.35］
厚み[1.45］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]布目痕,吊り紐痕

[凸面]N5/灰
[凹面]N6/灰

普:4mm以下の石英・長石を含む
良好

22
��03
下層

土師質土器
擂鉢

(33.4)
�

[9.4］

[外]ﾖｺﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,剥離
[内]擂目（7条/1.4㎝）

[外]2.5Y8/4淡黄
[内]10YR8/4浅黄橙

粗:4㎜以下赤色粒,５㎜以下の長
石,1㎜以下の金雲母を含む
良

23 ��04
土師質土器

鉢
口縁部

�
�

[3.5］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾏﾒﾂ

[外]10YR8/1灰白
[内]10YR8/2灰白

普:4mm以下の石英・長石を含む
良

24 ��04
木製品
加工板

長さ[17.2］
幅6.1
厚み0.8

[内・外]加工痕あり 板目材 � X線写真撮影

25 ��45
土師質土器

皿
口縁部

�
�

[1.1］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR5/2灰黄褐
[内]10YR5/1褐灰

普:0.5mm以下の赤色粒を含む
良

26 ��114
土師質土器

皿
�
�

[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR6/6橙

精良:0.3mm以下の石英・長石を含
む
良

27 ��155
土師質土器

杯
口縁部

�
�

[1.8］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

普:3㎜以下の長石を含む
不良
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東山崎・水田遺跡

－ 54 －

単位:㎝　(復元値)[残存値]

報告書
番号

出土
位置

種別
器種

(部位）

口径
底径
器高

手法の特徴 色調
胎土
焼成

備考

55
��20
上層

陶器(備前）
擂鉢
口縁部

(21.0)
�

[7.1］

[外]ﾖｺﾅﾃﾞ
[内]ﾖｺﾅﾃﾞ,擂目(10条/2.2㎝）

[外]5YR5/6明赤褐
[内]5YR4/3にぶい赤褐

やや粗:2～8㎜の砂粒を含む
堅緻

56
��20
上層

土師質土器
鍋

口縁部

�
�

[6.05］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ

[外]7.5YR6/3にぶい褐
[内]7.5YR6/3にぶい褐

普:3.5mm以下の石英・長石・赤色粒
を含む
良

煤の付着

57
��20
上層

土師質土器
足釜
底部

�
�

[5.6］

[外]板ﾅﾃﾞ,格子ﾀﾀｷ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR6/4にぶい橙
[内]7.5YR7/3にぶい橙

普:4mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を多量に含む
良

58
��20
上層

土師質土器
足釜
脚部

�
�

[8.0］

[外]指ｵｻｴ
[内]

[外]2.5Y7/3浅黄
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普:3mm以下の石英・長石,1mm以下
の黒雲母を含む
良

外面に煤・付
着物あり

59
��20
下層

土師質土器
皿

8.2
5.2
1.25

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,板状
圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/6橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普:1mm以下の長石・赤色粒・金雲
母を含む
良

60
��20
下層

白磁
碗
底部

�
4.2
[3.1］

[外]施釉
[内]施釉

[胎土]N8/灰白
[釉調]7.5GY8/1明緑灰

精良:
堅緻

貫入あり

61
��20
下層

土師質土器
擂鉢
口縁部

�
�

[6.5］

[外]ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,ﾏﾒﾂ
[内]板ﾅﾃﾞ,擂目（5条以上/1.8
㎝）

[外]7.5YR7/3にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普:3.5mm以下の石英・長石・赤色粒
を含む
良

62
��20
下層

土師質土器
足釜

(26.3)
�

[10.65］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,ﾏﾒﾂ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]10YR7/2にぶい黄橙
[内]2.5Y8/2灰白

普:6.5mm以下の石英・長石・赤色
粒・金雲母を含む
良

63
��20
下層

不明石製品
茶臼？

[17.2］
[4.1］
2.8

[重量]288ℊ [石材]砂岩 [材質]緻密
擦痕あり,煤付
着

64
��01
３層

土師質土器
皿

(8.4)
(5.9)
1.35

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

65
��01
1層

土師質土器
釜

17.0
19.5
19.2

[外]ﾊｹ,煤付着ﾅﾃﾞ,底部格子ﾀ
ﾀｷ(1㎝角)
[内]ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR7/6橙
[内]2.5YR6/6橙

普:４㎜以下の石英・長石を含む
良

外面に煤付
着

66
��01
1層

石製品
砥石

長さ[22.0]
幅10.55
厚み1.7

[重量]393.3ｇ [石材]流紋岩 [石質]緻密

67
��01
1層

石製品
？

長さ[6.0］
幅[6.05］
厚み4.0

[重量]139.8ｇ [石材]黒雲母デイサイト [石質]多孔質 由良石

68 ��21
石器

ｽｸﾚｲﾊﾟｰ
幅3.6
長さ6.1
厚み1.2

[重量]31.0ｇ [石材]サヌカイト [石質]緻密

69 Ⅰ層
陶器
灯明皿

�
(7.0)
[1.25］

[外]施釉
[内]施釉

[胎土]N8/灰白
[釉調]10Y7/1灰白

精良:
堅緻

産地不明

70 Ⅰ層
陶器(肥前)

碗
底部

�
(2.9)
1.8

[外]施釉
[内]施釉

[外]2.5Y8/2灰白
[内]5Y8/1灰白

細:
削り出し高台

71 Ⅱ層
土師質土器

皿
(13.6)
�

[2.0］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

72 Ⅱ層
須恵器
蓋

口縁部

(13.8)
�

[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y7/1灰白
[内]2.5Y7/1灰白

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良

73 Ⅲ層
白磁
碗
高台

�
(6.4)
[2.0］

[外]施釉,ﾍﾗｹｽﾞﾘ,回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ
のち板ﾅﾃﾞ
[内]施釉,見込みに圏線1条

[胎土]N8/灰白
[釉調]乳白色

精良:
堅緻

内面に重ね
焼き痕

74 Ⅲ層
瓦器

口縁部

�
�

[1.4］

[外]ﾏﾒﾂ
[内]ﾏﾒﾂ,ﾍﾗミガキ

[外]N4/灰
[内]N4/灰

普:1㎜以下の石英・長石・金雲母を
含む
良

75 Ⅲ層
土師質土器

甕
口縁部

(27.2)
�

[2.8］

[外]板ﾅﾃﾞ
[内]ﾖｺﾊｹ

[外]10YR3/1黒褐
[内]10YR3/2黒褐

粗:2㎜以下の石英・長石・赤色粒・
金雲母・角閃石を含む
良

76 Ⅴ層
須恵器
鉢

口縁部

�
�

[4.8］

[外]ﾏﾒﾂ
[内]ﾏﾒﾂ

[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

77 Ⅵ層
土師質土器

杯
(12.0)
(5.6)
[2.55］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/2灰白
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

78 Ⅵ層
須恵器
杯

(13.4)
(8.3)
[3.1］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR7/1灰白
[内]10YR7/4にぶい黄橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

79 Ⅵ層
須恵器
杯
底部

�
（10.6)
[2.8］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,貼付
高台
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]N7/灰白
[内]N8/灰白

普:2㎜以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良好

80 Ⅵ層
須恵器
瓶・壷？
底部

�
(8.0)
[4.5］

[外]回転ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]N7/灰白
[内]N6/灰

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒・
金雲母を含む
良好

81 Ⅵ層
石器
石錐

長さ3.8
幅2.3
厚み0.5

[重量]3.8ｇ [石材]サヌカイト [石質]緻密
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写真図版

写 真 図 版 １ ～ ５

写 真 図 版 ６ ～ 11

写 真 図 版 12 ～ 13

写 真 図 版 14 ～ 18

：第１調査区

：第２調査区

：第３調査区

：遺物写真

東山崎・水田遺跡

－ 54 －

単位:㎝　(復元値)[残存値]

報告書
番号

出土
位置

種別
器種

(部位）

口径
底径
器高

手法の特徴 色調
胎土
焼成

備考

55
��20
上層

陶器(備前）
擂鉢
口縁部

(21.0)
�

[7.1］

[外]ﾖｺﾅﾃﾞ
[内]ﾖｺﾅﾃﾞ,擂目(10条/2.2㎝）

[外]5YR5/6明赤褐
[内]5YR4/3にぶい赤褐

やや粗:2～8㎜の砂粒を含む
堅緻

56
��20
上層

土師質土器
鍋

口縁部

�
�

[6.05］

[外]ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ

[外]7.5YR6/3にぶい褐
[内]7.5YR6/3にぶい褐

普:3.5mm以下の石英・長石・赤色粒
を含む
良

煤の付着

57
��20
上層

土師質土器
足釜
底部

�
�

[5.6］

[外]板ﾅﾃﾞ,格子ﾀﾀｷ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR6/4にぶい橙
[内]7.5YR7/3にぶい橙

普:4mm以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を多量に含む
良

58
��20
上層

土師質土器
足釜
脚部

�
�

[8.0］

[外]指ｵｻｴ
[内]

[外]2.5Y7/3浅黄
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普:3mm以下の石英・長石,1mm以下
の黒雲母を含む
良

外面に煤・付
着物あり

59
��20
下層

土師質土器
皿

8.2
5.2
1.25

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,板状
圧痕
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/6橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普:1mm以下の長石・赤色粒・金雲
母を含む
良

60
��20
下層

白磁
碗
底部

�
4.2
[3.1］

[外]施釉
[内]施釉

[胎土]N8/灰白
[釉調]7.5GY8/1明緑灰

精良:
堅緻

貫入あり

61
��20
下層

土師質土器
擂鉢
口縁部

�
�

[6.5］

[外]ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,ﾏﾒﾂ
[内]板ﾅﾃﾞ,擂目（5条以上/1.8
㎝）

[外]7.5YR7/3にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普:3.5mm以下の石英・長石・赤色粒
を含む
良

62
��20
下層

土師質土器
足釜

(26.3)
�

[10.65］

[外]ﾅﾃﾞ,板ﾅﾃﾞ,指ｵｻｴ,ﾏﾒﾂ
[内]板ﾅﾃﾞ

[外]10YR7/2にぶい黄橙
[内]2.5Y8/2灰白

普:6.5mm以下の石英・長石・赤色
粒・金雲母を含む
良

63
��20
下層

不明石製品
茶臼？

[17.2］
[4.1］
2.8

[重量]288ℊ [石材]砂岩 [材質]緻密
擦痕あり,煤付
着

64
��01
３層

土師質土器
皿

(8.4)
(5.9)
1.35

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良

65
��01
1層

土師質土器
釜

17.0
19.5
19.2

[外]ﾊｹ,煤付着ﾅﾃﾞ,底部格子ﾀ
ﾀｷ(1㎝角)
[内]ﾅﾃﾞ

[外]2.5YR7/6橙
[内]2.5YR6/6橙

普:４㎜以下の石英・長石を含む
良

外面に煤付
着

66
��01
1層

石製品
砥石

長さ[22.0]
幅10.55
厚み1.7

[重量]393.3ｇ [石材]流紋岩 [石質]緻密

67
��01
1層

石製品
？

長さ[6.0］
幅[6.05］
厚み4.0

[重量]139.8ｇ [石材]黒雲母デイサイト [石質]多孔質 由良石

68 ��21
石器

ｽｸﾚｲﾊﾟｰ
幅3.6
長さ6.1
厚み1.2

[重量]31.0ｇ [石材]サヌカイト [石質]緻密

69 Ⅰ層
陶器
灯明皿

�
(7.0)
[1.25］

[外]施釉
[内]施釉

[胎土]N8/灰白
[釉調]10Y7/1灰白

精良:
堅緻

産地不明

70 Ⅰ層
陶器(肥前)

碗
底部

�
(2.9)
1.8

[外]施釉
[内]施釉

[外]2.5Y8/2灰白
[内]5Y8/1灰白

細:
削り出し高台

71 Ⅱ層
土師質土器

皿
(13.6)
�

[2.0］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

72 Ⅱ層
須恵器
蓋

口縁部

(13.8)
�

[1.2］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]2.5Y7/1灰白
[内]2.5Y7/1灰白

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良

73 Ⅲ層
白磁
碗
高台

�
(6.4)
[2.0］

[外]施釉,ﾍﾗｹｽﾞﾘ,回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ
のち板ﾅﾃﾞ
[内]施釉,見込みに圏線1条

[胎土]N8/灰白
[釉調]乳白色

精良:
堅緻

内面に重ね
焼き痕

74 Ⅲ層
瓦器

口縁部

�
�

[1.4］

[外]ﾏﾒﾂ
[内]ﾏﾒﾂ,ﾍﾗミガキ

[外]N4/灰
[内]N4/灰

普:1㎜以下の石英・長石・金雲母を
含む
良

75 Ⅲ層
土師質土器

甕
口縁部

(27.2)
�

[2.8］

[外]板ﾅﾃﾞ
[内]ﾖｺﾊｹ

[外]10YR3/1黒褐
[内]10YR3/2黒褐

粗:2㎜以下の石英・長石・赤色粒・
金雲母・角閃石を含む
良

76 Ⅴ層
須恵器
鉢

口縁部

�
�

[4.8］

[外]ﾏﾒﾂ
[内]ﾏﾒﾂ

[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

77 Ⅵ層
土師質土器

杯
(12.0)
(5.6)
[2.55］

[外]回転ﾅﾃﾞ
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR8/2灰白
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

78 Ⅵ層
須恵器
杯

(13.4)
(8.3)
[3.1］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]10YR7/1灰白
[内]10YR7/4にぶい黄橙

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒を
含む
良好

79 Ⅵ層
須恵器
杯
底部

�
（10.6)
[2.8］

[外]回転ﾅﾃﾞ,回転ﾍﾗ切り,貼付
高台
[内]回転ﾅﾃﾞ

[外]N7/灰白
[内]N8/灰白

普:2㎜以下の石英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む
良好

80 Ⅵ層
須恵器
瓶・壷？
底部

�
(8.0)
[4.5］

[外]回転ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
[内]ﾅﾃﾞ

[外]N7/灰白
[内]N6/灰

普:1㎜以下の石英・長石・赤色粒・
金雲母を含む
良好

81 Ⅵ層
石器
石錐

長さ3.8
幅2.3
厚み0.5

[重量]3.8ｇ [石材]サヌカイト [石質]緻密
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１　第１調査区　第一遺構面完掘状況（北西から）

２		第１調査区　第一遺構面完掘状況（南東から）

写
真
図
版
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SP007

SP019

SP002

SP003

SP012
SP016

SP015 SP017

SP008

SP013

SP014
SP009

SP043
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SP048
SP124

SP051

SP050

SP112

SP125

SP056
SP055

SP054
SP053

SP047

SP005

SP046

SP004

SP052

ＳＰ００２

ＳＰ００７ ＳＰ０４６

ＳＰ０５３

１　ＳＢ０１柱穴断面

ＳＰ０１９

ＳＰ０４７・ＳＰ０４８

ＳＰ０５２

ＳＰ０５４

写
真
図
版

2



１		ＳＥ０１断面（南から）

６		ＳＤ２０完掘状況（南から）

２		ＳＥ０２完掘状況（南から）

５		ＳＤ２０断面（南から）

３	ＳＥ０２断面（南から）

４	ＳＫ０１断面（南から） ７		ＳＫ０２断面（南から）

写
真
図
版

3

SP007

SP019

SP002

SP003

SP012
SP016

SP015 SP017

SP008

SP013

SP014
SP009

SP043

SP049

SP048
SP124

SP051

SP050

SP112

SP125

SP056
SP055

SP054
SP053

SP047

SP005

SP046

SP004

SP052

ＳＰ００２

ＳＰ００７ ＳＰ０４６

ＳＰ０５３

１　ＳＢ０１柱穴断面

ＳＰ０１９

ＳＰ０４７・ＳＰ０４８

ＳＰ０５２

ＳＰ０５４

写
真
図
版
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１		第１調査区　第二遺構面完掘状況（北西から）

２		第１調査区　第二遺構面完掘状況（南東から）

写
真
図
版
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２		第１調査区　西側北壁断面（南東から）

３		第１調査区　東側北壁断面（南東から）

１		第１調査区　北壁断面（南西から）

写
真
図
版
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１		第１調査区　第二遺構面完掘状況（北西から）

２		第１調査区　第二遺構面完掘状況（南東から）

写
真
図
版

4



１		第２調査区　第一遺構面検出状況（南西から）

２		第２調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）　

写
真
図
版
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１		第２調査区　第一遺構面検出状況（南西から）

２		第２調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）　

写
真
図
版
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版
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１　ＳＢ０５柱穴断面

３		ＳＸ０１断面（西から） ５		ＳＸ０３断面（南から）

４		ＳＸ０２断面（東から）２		ＳＸ０１遺物出土状況（西から）

写
真
図
版
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SP144
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SP245
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SP188
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SP164
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１　ＳＢ０６柱穴断面

	ＳＰ１５０
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真
図
版
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５		ＳＤ２０断面（南から）

６		ＳＤ２０完掘状況（南から）

１		ＳＥ０３遺物出土状況（南から）

２		ＳＥ０３断面（南から）

３		ＳＥ０４検出状況（北から）

４		ＳＥ０４断面（南から）

写
真
図
版
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１		第２調査区　第二遺構面検出状況（南西から）

　　２		第２調査区　北壁断面（南東から）

写
真
図
版
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５		ＳＤ２０断面（南から）

６		ＳＤ２０完掘状況（南から）

１		ＳＥ０３遺物出土状況（南から）

２		ＳＥ０３断面（南から）

３		ＳＥ０４検出状況（北から）

４		ＳＥ０４断面（南から）

写
真
図
版

10



１		第３調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）

　　２		第３調査区　第三・四遺構面完掘状況（南西から）

写
真
図
版
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２		第３調査区　ＳＤ２１断面（南から）

１		第３調査区　北壁断面（南東から）

３		第３調査区　ＳＤ２１完掘状況（南から）　

写
真
図
版
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１		第３調査区　第一遺構面完掘状況（南西から）

　　２		第３調査区　第三・四遺構面完掘状況（南西から）

写
真
図
版
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ＳＰその他出土遺物

ＳＥ０１出土遺物
ＳＥ０４出土遺物

ＳＥ０２出土遺物
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ＳＸ０１出土遺物

基本土層出土遺物
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X 線写真

ＳＰ０１４出土遺物

ＳＥ０４出土遺物
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版
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集落遺跡
生産遺跡

　今回の調査では、第一遺構面で中世後半の集落、第二遺構面で畠の畝を含む生産関連の遺構等
を検出した。本遺跡が中世段階に畠を中心とした生産域から居住域へと土地利用が変遷している
ことが明らかになるとともに、畠に関しては耕作土や畝の形状などの具体的な状況が把握できた
ことから、県内でも有数の中世の集落域及び生産域を有する遺跡と評価できる。
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